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!

私

の

こ
と

ば

、

私

達

の
こ
と

ば

「母
諡
巴

と
い
う
文
化
的
装
置
と
言
語
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
め
ぐ
っ
て
ー

松
川

恭
子

〈
要
旨
〉

言

語
と
共
同
体

の
結
び

つ
き

は
、
近
代

に
お

い
て
強
調

さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た

。
そ

し

て
、
そ

の
思
想

は

一
九

世

紀
以
降

の
新

興
国
民
国
家

の
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム

の
中

で
民

族

"
国

民
に
固
有

の
言
語
と

い
う

形

で
表

現
さ
れ
た
。

現
代

の
多
民
族

・
多

言
語
国
家

に
お
け

る

エ
ス
ノ

・
ナ

シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
増
加

に
伴

い
、

国
民
国
家

の
枠

組
み
に
揺
さ

ぶ
り

が
か
け
ら

れ
て

い
る

が
、
特

定

の
共

同
体
に
固
有

の
言
語
が
あ

る
と

い
う

原
理

に

変
化
は
な

い
。

本
論

で
は
、

こ
の
民
族

に
固
有

の
言
語
と

い
う

原
理
が
、
言

語
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
の

中
で
母
語
と

い
う
概
念

を
巡
り

、

い
か

に
現

わ
れ

て
い
る
か
を

検
討
す

る
。
ま
ず

、
近

年

出

て
き

た
言
語
権

を
巡

る
議
論

を
検
討

し
、
自

己

の
母
語
使

用

の
権
利
を
希
求

す
る

言
語
権

の
前
提

に
、
個
人
の
母
語
を
言

語
共
同
体

の

「母
語
」
に
読
み
換
え

る

「
『母
瓢
瞿

の
ロ
ジ

ッ
ク
」

が
存

在
す

る
こ
と

を
指
摘
す

る
。

次

に

「母

語
」

の
ロ
ジ

ッ
ク
に
よ
り

象

徴
化
さ

れ
た

「母

語
」
が
、
母

語
教
育

や
標
準

化
を
通
じ

て
客

体
化
さ
れ
、
言

語
共

同
体

に

「
固
有

の
」

言
語
と
な

っ
て

い
く
状
況
と

そ

の
問
題
点

に

つ
い
て
触
れ

る
。

そ

し
て
、

「
母
語
」

の
ロ
ジ

ッ
ク
を

巡
る
事

象

の
具
体

的
事
例
と

し
て
、
筆

者

の
調
査
地

、

、

イ
ン
ド
、
ゴ

ア
州

の
言
語
ナ
シ

ョ
ナ

リ
ズ

ム
に

つ
い
て
取

り
上
げ

る
。

最
後
に
、

ゴ
ア

の
事
例

に
見

ら
れ
る
、

「
母
語
」

の
固
有
性

の
主
張

と
役

に
立

つ
言
語
を
選
び
取

る
と

い

う
考
え

方

の
両
方
が

、
実

は
、
近
代
的

「所

有
」

の
問
題
系

の
中

に
包
摂

さ
れ
う

る
の

で
は
な

い
か
、
と

い
う
仮
説
を
提
示
す
る
。

キ
ー

ワ
ー
ド

「
母
証
咫
、
言
語
権
、
言
語
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
、
所
有

(権
)
、
ゴ

ア
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僕

の
母
語
は

コ
ー
ン
ク
ニ
ー
語
だ
よ
。
君
の
母
語
が
日
本
語
の
よ
う
に
ね
。

で
も
、
僕
の
家
で
は
み
ん
な
英
語
を
喋
る
ん
だ
。
両
親
と
も
に
僕
に
英
語

で
話
す
ん
だ
よ
。
僕
は
ガ
ル
フ

(ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
)
で
生
ま
れ
、
向

こ
う

で

(英
語
)
教
育
を
受
け
た
ん
だ
。
実
は
、
コ
ー
ン
ク
ニ
ー
語
は
あ

ま
り
喋
る
こ
と
が
で
き
な
い
ん
だ
。
ー
ゴ
ア
の

;
目
年
の
言
葉
よ
り
(、)

1

は
じ
め

に

言
語
と
共
同
体
問
の
結
び
つ
き
を
強
調
す
る
の
は
、
近
代
の
特
徴
の

一
つ
だ

と
言
え
る
だ
ろ
う
。
あ
る
特
定
の
集
団
を
構
成
す
る
人
々
が
特
定
の
言
語
を
喋

る
、
と
い
う
意
識
は
、
近
代
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
産
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
と
も

に
生
ま
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
言
語
と
民
族
目
国
民
の
関
係
は
、
ノ
ル
ウ

ェ
ー
や
ブ
イ
ン
ラ
ン
ド
な
ど
、

一
九
世
紀
以
降
に
誕
生
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新

興
国
民
国
家
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
お
い
て
声
高
に
叫
ば
れ
始
め
た

(ア
ン
ダ

ー
ソ
ン

一り
Φ
刈
)
。
そ
の
際
に
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
た
ち
は
、

近
隣
諸
国
と
は
異
な
る
自
分
た
ち

固
有
の
言
語
、
つ
ま
り
、
ノ
ル
ウ
ー
語
や
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
語
を
所
有
す
る
と
い
う
宣
言
を
行

っ
た
へ、)。
そ
し
て
、
こ
の
国
民

国
家

(ネ
ー
シ
ョ
ン

・
ス
テ
ー
ト
)
の
形
成
基
盤
と
し
て
の
言
語
と

い
う
考
え

方
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
に
ア
ジ
ア

・
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
独
立
を
果
た
し

て
い
く
際
に
も
、

一
人
前

の
国
民
国
家
は
独
自

の
言
語
を
所
有
す
べ
き
だ
、
と

い
う

一
種
の
目
標
と
し
て
受
け
継
が
れ
た
。

多
民
族
構
成
の
国
民
国
家
が
求
心
力
を
失
う
と

い
う
、

一
九
九
〇
年
代
か
ら

顕
著
に
な

っ
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
巡
る
状
況
変
化
の
後
も
、
こ
の
民
族
11
国

民
固
有
の
言
語
の
所
有
と
い
う
意
識
は
、
我
々
を
強
く
縛

っ
て
い
る
。
新
た
な

独
立
国
家
を
目
指
す
分
離
志
向

の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
あ
る
い
は
国
家
内
部
に

留
ま
り

つ
つ
も
、
そ
の
民
族
が
居
住
す
る
地
域
の
自
治
権
等
を
要
求
す
る
エ
ス

ノ

・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
増
加
に
伴
い
、
国
民
国
家

の
言
語
之

い
う
よ
り
は
、

民
族
単
位
で
の
言
語
が
問
題
に
な

っ
て
い
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
独
立
し

た
ア
ジ
ア

・
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
新
興
国
民
国
家
は
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
な

ど
、
旧
宗
主
国
の
言
語
を
教
育

・
行
政
用
の
国
家
語
と
し
て
採
用
し
た
。
ダ
イ

グ
ロ
シ
ア

(二
言
語
併
用
)
状
況
ー
こ
の
場
合
は
、
国
家
権
力
と
結
び

つ
い
た

国
家
語
と
、
家
庭
内
や
友
人
同
士
で
日
常
的
に
使
用
さ
れ
る
俗
語

(ヴ

ァ
ナ
キ

」

ユ
ラ
i
)
と
の
間
の
権
力
関
係
1
が
、
.植
民
地
時
代
か
ら
変
わ
ら
ぬ
ま
ま
受
け

継
が
れ
た
の
で
あ
る
(、〉。
こ
の
状
況
を

エ
ス
ノ

・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
運
動
家

た
ち
は
、
国
家
語
が
権
力
の
名
の
下
に
俗
語
を
抑
圧
し
て
い
る
と
考
え
る
。
国

家
語
に
よ
る
差
別
に
対
抗
す
る
元
め
、
運
動
家
た
ち
の
言
説
の
中
で
、
俗
語
は

文
化
の
媒
介
物
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
ギ
ク
ユ
語
の
唱
導
者
で
あ
る

ケ
ニ
ア
の
劇
作
家
、
グ
ギ

・
ワ

・
ジ
オ
ン
ゴ
は
、
学
校
で
の
俗
語
排
斥
が
生
徒

た
ち
の
問
に
自
文
化
か
ら
の
疎
外
感
を
生
み
出
し
た
、
と
英
語
教
育
を
批
判
し
、

コ
言
語

(俗
語
)
は
、
文
化
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
。

'

…
諸
価
値
は
、
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、

つ
ま
り
、
自
分
は
人
間
種
の

一
員
で
あ
る
と
い
う
特
別
意
識
の
基
盤
で
あ
る
。
こ
れ
ら
全
て
が
、
言
語

に
よ
り
媒
介
さ
れ
る
。
文
化
と
し
て
の
言
語
は
、
歴
史
に
お
け
る

一
民
族

の
経
験
の
集
団
記
憶
装
置
で
あ
る
。
文
化
は
、
言
語
と
ほ
ぼ
恒
別
不
可
能

・
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丶

で

あ

る

。
'
言

語

は

、

文

化

の
起

源

、

成

長

、

積

み

重

な

り

、

節
合

(
ア

ー

テ

ィ
キ

ュ
レ
ー

シ

ョ
ン

)
、

を

可
能

に
す

る

。

そ

し

て
宀

事
実

、

文

化
を

次

世

代

に

伝

え

て

い
く

こ

と

を

可

能

に

す

る

(Z
Φq
轟

一
≦
鋤

↓
三

〇
ロ
ゆq
lo

N
O
O
O
(一
㊤
Q。
O
)区

ω
◎。
)。

グ
ギ
は
、
文
化
と
し
て
の
言
語
は
、
、世
代
か
ら
世
代
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
く
と

述
べ
る
。

つ
ま
り
、
こ
こ
で
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
個
人
を
民
族
と

い
う
集

団
と
結
び

つ
け
る
媒
介
と
し
て
の
言
語
の
機
能
で
あ
る
。
民
族
の
歴
史

・
経
験

の
記
憶
装
置
と
し
て
の
言
語
を
社
会
化

の
初
期
段
階
で
身
に
つ
け
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
個
人
は
民
族

の

一
員
に
な
る
と

い
う
の
だ
。

つ
ま
り
、
異
な
る
言
語

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
共
同
体

の
世
界
認
識
、
行
動
の
仕
方
が
反
映
し
て
お

り
、
個
人
は
特
定
言
語
の
習
得
に
よ
っ
て
、
そ
の
言
語
話
者
で
構
成
さ
れ
る
言

語
共
同
体
に
特
有

の
世
界
把
握

の
仕
方
を
覚
え

て
い
く

の
だ

(
ウ
ォ
ー

フ

一
雪
O)
。

グ
ギ
に
と

っ
て
の
ギ
ク
ユ
語
の
よ
う
に
、
両
親
か
ら
受
け
継
い
だ
言
語
は

一

般
的
に
母
語
と
呼
ば
れ
る
。
『言
語
学
大
辞
典
』
(一㊤
り
㎝)に
よ
れ
ば
、
母
語
と
は

「言
語
習
得

の
観
点
か
ら
み
た
と
き

、
文
字
通
り

『母
親
の
言
語
』
で
、
人
が
生

後
母
親
か
ら
自
然
に
習
得
す
る
言
語
の
変
種
」
で
あ
る
3
。
.こ
の
場
合
、
あ
る

個
人
が
母
語
を
共
有
す
る
の
は
、
母
親
、
父
親
、
兄
弟
姉
妹
等
の
家
族
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
α
そ

の
個
人
が
成
長
し
、
活
動
範
囲
が
広
が
る
に

つ
れ
、
周
囲
に
居
住
す
る
大
人
や
自
分
と
同
年
輩
の
グ
ル
ー
プ
を
母
語
の
共
有

者
集
団
に
含
む
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
個
人
が
対
面
的
に

言
語
を
習
得

・
使
用
す
る
人
々
と

い
う
意
味
で
の
母
語
の
共
有
者
集
団
は
そ
れ

程
大
き
く
な
い
。

し
か
し
、
近
年
の
国
家
語
に
対
す
る
俗
語
の
権
利
要
求
の
動
き
、
言
語
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
文
脈
に
お
い
て
、
母
語
と

い
う
言
葉
に
は
、
よ
り
象
徴
的
な
意

味
合
い
が
付
与
さ
れ
る
。

冒
頭
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
に
あ
る
、
筆
者
の
調
査
地
イ
ン
ド
、
ゴ
ア
州
の
青
年
の

語
の
で
、
彼
の

「母
語
」
は

「ゴ
ア
の
言
語
」
、
コ
ー
ン
ク
ニ
ー
語
(宍
o
ロ
貯
9ρ
三
)

で
あ
る
。
両
親
や
兄
弟
と
の
家
庭
内
で
の
言
語
生
活
は
ほ
ぼ

一
〇
〇
%
英
語
で

あ
り
、
彼
自
身
コ
ー
ン
ク
ニ
ー
語
を
ほ
と
ん
ど
喋
れ
な

い
ゆ
し
か
し
、
彼̀
は

コ

ー
ン
ク
ニ
ー
語
を

「母
語
」
と
呼
ぶ
。
本
論
の
後
の
部
分
で
詳
し
く
述
べ
る
が
、

彼
の
こ
の
言
い
回
し
に
は
、

一
九
六

一
年
以
降
の
ゴ
ア
に
お
け
る
言
語
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
高
ま
り
が
関
係
し
て
い
る
。

本
論
で
は
、
こ
の
種
の
言
語
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
言
説
に
見
ら
れ
る
、
個
人

(私
)
の
言
語
ー1
母
語
を
民
族

(私
達
)
の
言
語
11

「母
駈
巴

と
し
て
象
徴
化
す

る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
検
討
す
る
つ
ま
ず
、
言
語
社
会
学
、
社
会
言
語
学
な

ど
で
近
年
間
わ
れ
て
い
る
言
語
権
を
巡
る
議
論
を
検
討
す
る
つ
そ
し
て
、
己
の

母
語
使
用
の
権
利
を
希
求
す
る
言
語
権
の
前
提
と
し
て
、
個
人
の
母
語
を
言
語

共
同
体
の

「母
甑
巴

に
読
み
換
え
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
持

つ

宀
『母
語
』
の
ロ
ジ

ッ

ク
」
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
次
の
章
で
は
ま
ず
、
「母
証
巴

の
ロ
ジ

ッ

ク
に
よ
り
象
徴
化
さ
れ
た

「母
語
」
が
、
母
語
教
育
や
標
準
化
を
通
じ
て
客
体

化
さ
れ
、
言
語
共
同
体
に

「固
有
の
」
言
語
と
な

っ
て
い
く
状
況
と
そ
の
問
題

点
に
つ
い
て
述
べ
る
ゆ
更
に
こ
の
章
で
は
、
言
語
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
達
に

「母

語
」
の
ロ
ジ

ッ
ク
に
対
立
す
る
と
見
な
さ
れ
る
、
経
済
的
に
価
値

の
高
い
言
語

へ
の
志
向
に
つ
い
て
触
れ
る
。
そ
の
後
に
、
「母
語
」
の
ロ
ジ
ヅ
ク
を
巡
る
事
象

私のことば、私達のことば69



の
旦
ハ体
的
事
例
と
し
て
、
筆
者
の
調
査
地
、
イ
ン
ド
、
ゴ
ア
州
σ
言
語
ナ
シ
ョ
・

ナ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
最
後
に
、
ゴ
ア
の
事
例
に
見
ら
れ
る
、
「母

語
」

の
固
有
性
の
主
張
と
役
に
立

つ
言
語
を
選
び
取
る
と
い
う
考
え
方
の
両
方

が
、
実
は
、
近
代
的

「所
有
」
の
問
題
系
の
中
に
包
摂
さ
れ
う
る
の
で
は
な
い

か
、
と

い
う
仮
説
を
提
示
す
る
。

2

言

語
権

を
巡

る
議
論

-

個
人

の
言

語
、
民
族

の
一一一一口
語

言
語
活
動
は
個
人
の
実
践
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
言
語
は
個
人
の
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
そ
の
』
方
で
、
言
語
を
集
団
、
そ
の
言
語
を
話
す
人
々
の
総
体
で

あ
る
言
語
共
同
体

H
民
族
の
も
の
と
考
え
る
議
論
が
あ
る
。
近
年
に
な

っ
て
出

て
き
た
言
語
権
の
主
張
に
も
、
こ
の
個
人
の
言
語
と
民
族
の
言
語
と
い
う
二
つ

の
視
点
が
不
思
議
な
形
で
混
じ
り
あ

っ
て
存
在
し
て
い
る
。

言
語
権

の
主
張

に
お
い
て
、
言
語
は
、
人
間
な
ら
ば
誰
で
毛
持

つ
べ
き
自
然

権

の

一
つ
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
(,)。
フ
ィ
リ
プ
ソ
ン
と
ス
ク
ト
ナ
ブ
ーー
カ
ン
ガ

ス

(一㊤
㊤
Φ)
に
よ
れ
ば
、
個
人
は
、
言
語
権
の
名
の
下
で
以
下
の
権
利
を
保
証
さ

れ
る
。

(1
)
多
数
派
言
語
で
あ

る
か
少
数
言
語
で
あ
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、

(
一
つ
ま
た
は
複
数
の
)
母
語
と
肯
定
的
に
自
己
同

一
化
す
る
権
利
。
そ
の
自
己

同

一
化
が
他
者
か
ら
も
尊
重
さ
れ

る
権
利
。
(2
)
個
人
が
母
語
で
初
等
教
育
を

受
け
、
そ
の
母
語
を
家
族
な
ど
の
私
的
場
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
公
的
場
で
使

・用
で
き
る
権
利
。
(3
)
個
人
が
居
住
す
る
国
の
公
用
語
の
う
ち
少
な
く
と
も

一
、

つ
を
学
ぶ
権
利
。

そ
の

一
方
で
、
集
団
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
守
ら
れ
る
べ
き
言
語
的
人
権
が
あ

る
。
そ
れ
に
は
、
少
数
者
が
自
己
の
言
語
の
発
展
、
学
校
な
ど
の
教
育
機
関
の

設
立
を
行
う
権
利
や
、
文
化
、
教
育
、
宗
教
、
情
報
、
社
会
的
な
事
項
に
つ
い

て
集
団
内
自
治
が
保
証
さ
れ
る
権
利
が
含
ま
れ
る
。

つ
ま
り
、
少
数
言
語
が
独

立
し
た
言
語
と
し
て
存
続
す
る
諸
権
利
で
あ
る

(フ
ィ
リ
プ
ソ
ン
と
ス
ク
ト
ナ

ブ
時
カ
ン
ガ
ス

一Φ
⑩
O口
O
ω
山
O
膳)
。

言
語
権
の
主
張
が
主
眼
に
お
い
て
い
る
の
は
、
国
民
国
家
内
部
で
支
配
的
な

多
数
派
言
語
に
少
数
民
族
の
言
語
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
現
状
を
変
え
て
い
く
こ

と
で
あ
る
。
多
く
の
多
言
語
国
家
で
は
、
学
校
教
育
や
公
的
場
面
で
、
多
数
派

言
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
と
さ
れ
る
。
多
数
派
言
語
を
習
得

せ
ず
に
は
就
業
機
会
を
失
う
な
ど
の
不
都
合
さ
が
生
じ
る
た
め
、
少
数
言
語
話

者

の
両
親
は
、
子
供
た
ち
を
多
数
派
言
語
で
育
て
る
こ
と
に
し
、
言
語
の

「乗

・り
換
え
」
が
起
こ
る
こ
と
も
多
い
。
国
家
に
よ
る
多
数
派
言
語
重
視
の
政
策
に

よ
り
少
数
言
語
話
者
が
消
え
て
い
く
状
況
は
、
言
語
権
の
文
脈
で

「言
語
抹
殺

(ぎ
讐

虱
伍
Φ
≧
p
αq三
ω岳
o
αq
窪
o
oこ
⑦)」
ど
呼
ば
れ
る
(ス
ク
ト
ナ
ブ
睡
カ
ン
ガ
ス

b。O
O
9
出
器
芻
弓
o
珪

NO
O
O)。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
言
語
権
は
個
人
と
集
団
の
二
側
面
か
ら
捉
え
ら
れ

て
い
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
言
語
を
有
す
る
集
団
が
先
行
す
る
点

で
あ
る
。

ス
ク
ト
ナ
ブ
ーー
カ
ン
ガ
ス
は
別
の
所
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と
、
主
要
な
文
化
的
核
と
な
る
価
値
観
と
し
て
の
言
語
、

あ
る
い
は

(諸
)
母
語

へ
の
愛
着
の
双
方
と
も
に
、
原
初
的
で
所
与
の
と

こ
ろ
か
ら
や
っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
あ
な
た
は
、
あ
る

特
定
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
に
生
れ
落
ち
る
。
そ
し
て
、
最
初
に
あ
な
た
の
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母
語

(あ
る
い
は
、
も
し
も

両
親
が
異
な
る
言
語
を
話
す
の
な
ら
、
諸
母

語
)
が
何
に
な
る
か
は
、
こ
の
事
情
に
よ
る
。
…

(中
略
)
臥:

私
は
、

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と
母
語
の
双
方
と
も
を
、
自
身
の
気
ま
ぐ
れ
や
希

望
で
、
所
有
の
有
無
、
使
用

の
有
無
が
決
め
ら
れ
る
と
す
る
よ
う
な
、
道

旦
ぐ王
義
的
観
点
を
持

つ
研
究
者
た
ち
に
同
意
で
き
な
い
。
幼
年
期
、
個
人

の
経
歴
に
帰
す
る
よ
う
な
原
初
的
源
の
た
め
、

エ
ス
ニ
シ
テ
イ
も
母
語
も

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
さ
え
も
、
古

い
コ
ー
ト
の
よ
う
に
好
き
に
選
ん
だ

り
捨

て
た

り

で
き

る
事
物

、
商
品
と
し

て
扱
う

こ
と

は
で
き

な

い

(QQ
吋
=
叶
づ
9
ぴ
ぴ
ーH(
pρ
づ
伽q
眇
ω
一
〇
Φ
り
H
q
q
)。

彼
女
が
言
う
に
は
、
個
人
が
母
語
を
持

つ
.た
め
に
は
、
あ
る
言
語
共
同
体

(ス

ク
下
ナ
ブ
ーー
カ
ン
ガ
ス
は

エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
と
言
う
)
に
生
ま
れ
落
ち
る
必
要

が
あ
る
。
つ
ま
り
、
個
人
が
こ
の
世
に
生
ま
れ
出
る
以
前
に

「原
初
的
で
所
与

の
」

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と
結
び

つ
い
た
、
言
語
共
同
体
1ー
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
の

「母
語
」
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
個
人
は
、
そ
の
雛
形
と
し
て
の

「母
語
」
を

自
分
の
母
語
と
す
る
こ
と
で
自
己

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
獲
得
す
る
、
と
い

う
の
だ
。

言
語
権

の
考
え
方
は
近
年
発
展
し
、

一
九
九
六
年
六
月
の
世
界
言
語
権
会
議

に
お
い
て

「世
界
言
語
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
(6}。
条
約
文
の
第

一
条
第

一

項
に
お
い
て

「言
語
共
同
体
」
の
概
念
規
定
が
行
わ
れ
、
民
族
が
固
有
の
言
語

を
持

つ
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
宣
言
が

「言
語
共
同
体
」
と
し
て
理
解
す
る
も
の
は
、
そ
の
空
間
が

認
知
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
特
定
の
地
域
的
空
間
に
お
い
て
歴

史
的
に
成
立
し
、

一
つ
の
民
族
と
し
て
自
ら
を
同
定
し
、
成
員
の
あ

い
だ

の
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
文
化
的
結
合
の
自
然
な
手
段
と
し
て
共
通
の

言
語
を
発
達
さ
せ
て
き
た
あ
ら
ゆ
る
人
間
社
会
で
あ
る
。
「あ
る
地
域
に
固

有
の
言
語
」
と
は
そ
の
よ
う
な
地
域
に
お
い
て
歴
史
的
に
成
立
し
た
共
同

体
の
言
語
の
こ
と
を
い
う

(一言呈
叩権
研
究
会

一
Φり
㊤
"
一〇
①)。

更
に
続

い
て
、
第
二
項
.で
は
、
「言
語
権
が
個
人
的
権
利
で
あ
る
と
同
時
に
集
団

的
権
利
で
も
あ
惹
」
こ
と
が
宣
言
さ
れ
る
。
全
五
十
二
条

の
条
文
の
中
で

「言

語
共
同
体
」
を
主
語
と
し
た
条
文
は
三
十
以
上
に
及
ぶ
。
こ
こ
で
も
、
言
語
権

が
立
脚
す
る
前
提
と
し
て
、
個
人
の
母
語
と
い
う
よ
り
は
、
集
団

(あ
る
い
は
、
」

民
族
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
)
の

「母
語
」
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。言

語
戦
争
に
関
す
る
論
考
に
お
い
て
、
立
川

(N
OO
O
)
は
、
言
語
共
同
体
の

こ
と
を

「同

一
の
言
語
を
話
し
、
同

一
の
コ
ー
ド
を
共
有
し
て
言
語
活
動
を
行

う
人
間
た
ち
」
と
定
義
す
る
。
彼
は
、
異
な

っ
た
言
葉
を
喋
る
人
た
ち
は
、
「他

者
」
と
し
て
差
異
化
さ
れ
る
と
言
う
。
つ
ま
り
言
語
権
は
、
あ
る
特
定
の
共
同

体
が
言
語
を
共
有
す
る
と
、い
う
前
提
に
立
ち
、
そ
の
言
語
を
守
る
た
め
に
戦
わ

れ
る
。
そ
の
時
、
共
同
体
と
は
、
ご
く
狭

い
家
族
や
親
族
関
係
を
意
味
し
な
い
。

共
同
体
と
は
、
ス
ク
ト
ナ
ブ
ーー
カ
ン
ガ
ス
が
述
べ
た
よ
う
に
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
集

団
で
あ
り
、
先
に
引
い
た

⊇
=呈
叩権
宣
言
」

の
中
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、

一
つ

の
民
族
之
し
て
自
己
を
同
定
す
る
人
々
が
構
成
す
る
社
会
で
あ
る
。
こ
の
文
脈

で
、
家
族
や
親
族
な
ど
の
狭
い
範
囲
で
習
得
さ
れ
た
個
人

の
母
語
は
、
更
に
拡
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大
さ
れ
た
共
同
体

(凵
民
族
)
の

「母
語
」
に
読
み
換
え
ら
れ
る
。

母
語
が
個
人
で
は
な
く
、
言
語
共
同
体
の
所
有
に
あ
る
と
す
る
思
想
は
、

下
の
ヴ
ァ
イ
ス
ゲ
ル
バ
ー
の
文
章
に
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。

以

、

…
母
語
は
個
人
の
作
品
で
も

な
け
れ
ば
、
ま
た
個
人
個
人
の
総
和
の
作
品

で
も
な

い
。
そ
れ
は
共
通
の
言
語
力
か
ら
母
語
を
開
発
し
、
そ
の
過
程
に

お
い
て
言
語
共
同
体
と
な
る
人
間
集
団
の
相
関
概
念
で
あ
る
。
…
こ
の
言

語
力
の
集
団
的
展
開
は
、
な

か
ん
ず
く
言
語
に
よ
る
世
界
形
成
に
あ
ず
か

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
母
語
と
は
文
字
通
り
言
語
共
同
体
に
よ
る
世
界
の

(母
)
語
化
の
過
程
そ
の
も
の
の
こ
と
で
あ
る
。
…
そ
の
中
で
は
母
語
に
あ

ず
か
る
人
達
は
ば
ら
ば
ら
の
個
人
と
し
て
で
は
な
く
、

つ
ね
に
母
語
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
人
物
と
し

て
行
動
し
て
い
る
。

(ヴ

ァ
イ
ス
ゲ
ル
バ
i

一Φ逡
ロ
一㎝
-一
一①
)

こ
の
よ
う
な
母
語
と
言
語
共
同
体
の
関
係

の
根
源
性
、
自
然
さ
の
主
張
が
、

「国
家
の
境
界
線
す
ら
無
視
し
て
し
ま
う
危
険
な
政
治
的
迫
力
」
を
秘
め
た
民
族

主
義

の
思
想
に
行
き
着
く
可
能
性

に
つ
い
て
田
中
は
述
べ
て
い
る
(畑
中

一〇
。。
一"

お
)。
そ
し
て
、
ま
さ
に
彼
が
言
う
よ
う

に
、
民
族
の
独
自
性
は
言
語
に
よ
り
媒

介
さ
れ
る
と
主
張
す
る
現
代
の
言
語
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
文
脈
で
、
母
語
と
い

う
こ
と
ば
が
表
に
出
て
く
る
。
母
語
を
公
共
の
場
で
使
用
す
る
権
利
、
母
語
に

よ
る
教
育
を
受
け
る
権
利
等
、
個
人
の
自
然
権
を
主
張
す
る
と
こ
ろ
か
ら
出
発

し
た
言
語
権
の
議
論
に
も
同
じ
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
見
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
個
人
の

母
語
が
集
団
の

「母
語
」
と
読
み
換
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

3

「
母
語
」
と
い
う
装
置

3

・
1
.「母
語
」
の
ロ
ジ

ッ
ク

前
章
で
は
、
言
語
権
の
主
張
の
前
提
に
、
個
人
の
母
語
を
拡
大
し
た
集
団
の

「母
語
」
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
個
人
の
母
語
を
集
団
11
民
族
の

「母

語
」
と
読
み
換
え
る
論
理
を
、
「母
証
巴

の
眉
ジ
ッ
ク
と
呼
ぼ
う
。

個
人
の
母
語
と
は
、
文
字
通
り
母
親
か
ら
子
供

へ
と
受
け
継
が
れ
る
言
語
で

あ
.り
、
子
供
が
成
長
の
過
程
で
身
に
つ
け
る
言
語
で
あ
る
。
母
語
の
習
得
過
程

で
子
供
が
対
面
す
る
の
は
、
母
親
に
加
え
、
父
親
、
家
族
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
の

限
ら
れ
た
共
同
体
で
あ
る
。
そ
の
個
人
の
母
語
が
、
集
団
11
民
族
の

「母
語
」

と
な
る
た
め
に
は
、
母
語
の
意
識
化

・
象
徴
化
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
が
必
要
で
あ
る
。

言
語
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
道
具
と
し
て
用
い
て
い
る
限
り
で
は
、
「母

語
」
と
い
う
意
識
は
出
て
こ
な
い
。
も
う
少
し
説
明
を
加
え
れ
ば
、
人
は
同
じ

言
語
を
喋
る
人
々
と
対
峙
し
て
い
る
と
き
に
、
自
分
の
言
語
を

「母
語
」
と
し

て
意
識
し
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
言
語
が

「自
分
の
母
語
」
と
し
て
自
己
の
目

の
前
に
出
現
し
て
く
る
の
は
、
自
分
の
も
の
と
は

「違
う
」
と
感
じ
ら
れ
る
他

の
言
語
に
出
合
う
時
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や

エ
ス
ニ
ッ
ク

・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
関
連
し
た
言
語
観
、
そ
し
て
言
語
権
と
前

章
ま
で
で
述
べ
た
事
象
が
こ
と
ご
と
く

「母
語
」
と
対
立
す
る

「他
語
」
と
で

も
呼
べ
る
存
在
に
対
し
て
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気

づ
く
。
例
え
ば

一
九
世

紀
後
半
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
発
生
し
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
で
は
、

他
語
と
し
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
が
対
象
と
さ
れ
た
。
ま
,た
、
エ
ス
ニ
ッ
ク

・
ナ
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シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
は
、
支
配
力
を
持

つ
国
家
語
が
他
語
と
な
る
。
例
え
ば
、
少

数
民
族
が
自
分
の

「母
語
」
で
教
育

・
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
言
語
権
を
主

張
す
る
際
に
、
国
家
語
を
批
判
の
標
的
と
す
る
と
い
う
事
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。

し
か
し
、
「母
語
」
を
意
識
上
に
上
ら
せ
る
こ
と
は
、

一
方
で
言
語
の
固
定
化

に
つ
な
が
る
。
近
代
言
語
学
は
、
文
法
を
持
つ
言
語
と
い
う
実
体
を
構
築
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
過
程
は
、
国
民
国
家
の
象
徴
と
し
て
の
言
語
、
国
民
11
民
族
共

同
体
の
中
で
普
遍
的
に
通
用
す
る

「標
準
語
」
の
成
立
に
よ
り
加
速
さ
れ
た
(ヱ
。

そ
の
結
果
、
我
々
の
目
に
は
、
言
語
は
、
正
し
く
明
確
な
文
法
構
造
を
持
ち
、

他
の
言
語
と
境
界
を
分
け
ら
れ
る
実
体
と
見
え
て
い
る
。
同
様
に
、
独
立
し
た

民
族
で
あ
る
た
め
に
必
要
な
の
は
、
独
自
な

「母
語
」
で
あ
り
、
そ
の

「母
語
」

は
国
民
握
民
族
共
同
体
が
有
す
る

「標
準
語
」
と
同
様
に
正
書
法
、
文
法
が
確

立
し
た
言
語
の
地
位
を
獲
得
す
る
必
要
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
言
語
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
に
お
い
て
も
、
正
書
法
の
整
備
、
文
法
の
確
立
、
辞
書
の
編
纂
が
第

一
目

標
と
な
る
。
そ
し
て
、
次
の
段
階
と
し
て
、
あ
る
い
は
平
行
し
て
、
確
立
し
た

「母
語
」
に
よ
る
学
校
教
育

の
整
備
、
「母
語
」
に
よ
る
文
学
作
品
の
出
版
が
目

指
さ
れ
る
(,)。
こ
の
よ
う
に
し
て
独
立
し
た
言
語
と
し
て
客
体
化
さ
れ
た

「母

狃
巴

は
、
独
自
の
語
彙
、
文
法
に
よ

っ
て
他
の
言
語
と
区
別
さ
れ
る
。

人
間
の
言
語
の
働
き
を
捉
え
る
に
襟
し
て
、
種
老
し
て
の
人
間
が

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
、ン
の
道
具
と
し
て
言
語
を
用
い
る
と
い
う
生
物
的
言
語
観
と
、
人
間

の
集
団
形
成
、
そ
の
維
持
に
注
目
す

る
社
会
的
言
語
観
が
あ
る
、
と
田
中
は
言

ヶ

(田
中

b。
O
O
乂
一
㊤り
一)"
b。
O心
-b。O
α
)。
「母
語
」
が
客
体
化
さ
れ
る
際
に
起
こ
っ

て
い
る
の
は
、
言
語
を
よ
り
社
会

的
観
点
か
ら
見
る
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

人
間
特
有
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

い
う
意
味
で
、
言
語
の
生
物
的
機
能
を

重
視
す
れ
ば
、
特
に
皆
が
参
考
と
す
る
よ
う
な
正
し
い
語
彙

・
文
法
の
集
成
が

な
く
と
も
や
っ
て
い
け
る
の
だ
が
剛
「母
語
」
を
意
識
化
す
る
こ
と
で
、
自
己
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
在
り
処
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
の
で
あ
る
。
特
に
言
語

共
同
体
問
の
境
界
線
を
強
化
す
る
と
い
う
意
味
で
の
、
言
語
の
社
会
的
機
能
を

重
ん
じ
る
な
ら
ば
、
「母
語
」
の
形
式
を
明
確
化
す
る
の
は
不
可
避
な
作
業
に
な

る
。
だ
が
、
元
も
と
の
言
語
の
性
質
を
考
え
れ
ば
、
言
語
の
境
界
線
を
引
く
と

.い
う
の
は
無
茶
な
作
業
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
例
え
ば
、
英
語
の
中
に
フ
ラ

ン
ス
語
や
ド
イ
ツ
語
か
ら
の
借
用
語
が
多
数
に
見
い
だ
せ
る
と

い
う
点
か
ら
も

分
か
る
よ
う
に
、
あ
る
独
立
し
だ
実
体
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
言
語
も
実
際

は
様
々
な
隣
接
言
語
の
語
彙
を
借
用
語
と
し
取
り
入
れ
て
い
る
。
個
々
の
言
語

に
お
け
る
借
用
語
の
存
在
は
、
人
々
が
語
彙
や
文
法
の
固
定
化
し
た
言
語
に
捕

わ
れ
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行

っ
て
き
た
現
わ
れ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
嘗
由
な
行
き
来
が
可
能
で
あ

っ
た
言
語
間
の
接
触
は

「確
個
と
し

.
光
文
法
」
や

「そ
の
言
語
に
ふ
さ
わ
し
い
語
彙
」
と
い
う
防
御
壁
に
よ
り
遮
断

さ
れ
、
言
語
間
の
境
界
が
成
立
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
言
語
の
境
界
の
確
定
は
、

多
言
語
状
況
の
冲
自
由
に
様
々
な
言
語
を
行
き
来
す
る
状
況
の
説
明
を
難
し
く

す
る
。
カ
ル
ヴ

ェ
は
、
ダ
イ
グ
ロ
シ
ア
を
含
む
多
言
語
状
況
に
お
い
て
、
あ
る

一
つ
の
言
語
に
よ

っ
て
理
解
し
あ
う
人
々
か
ら
構
成
さ
れ
る
言
語
共
同
体
を
特

定
す
る
こ
と
の
難
し
さ
に
つ
「い
て
、
母
語

の
ア
ラ
語
、
・媒
介
言
語
の
ウ
ォ
ロ
フ

語
、
セ
ネ
ガ
ル
の
公
用
語
フ
ラ
ン
ス
語
の
三
言
語
を
喋
る
セ
ネ
ガ
ル
人
を
例
に

と

っ
て
述
べ
て
い
る

(カ
ル
ヴ

ェ
N
OO
一"一NO
山
ω
も。
)。
日
常
の

一
瞬

一
瞬
で
話
す

言
葉
が
変
化
す
る
こ
の
個
人
は
、

一
体
こ
の
三
言
語
の
ど
の
共
同
体
に
統
合
さ

れ
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
彼
は
問
う
。
彼
の
問
題
提
起
は
、
あ
る
共
同
体
に
属
す
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る
と

い
う
よ
り
は
、
対
人
関
係
に
よ
り
使
用
言
語
を
変
え
る
、
「母
語
」
に
必
ず

し
も
縛
ち
れ
な
い
あ
り
方
を
示
し

て
い
る
と
言
え
る
。
同
様
に
、
人
間
の
原
初

的
愛
着
を
形
成
す
る
と

一
般
的
に
み
な
さ
れ
る
母
語
の
絶
対
化
を
、
川
田
順
造

は
幻
想
で
あ
る
と

一蹴

す
る
。
彼
は
、
西
ア
フ
リ
カ
内
陸
の
交
易
都
市
ジ
ェ
ン

カ
で
の
言
語
調
査
の
結
果
を
引
き
、
こ
の
地
方
の
人
々
が
、
自
分
の
第

一
言
語

(母
語
)
以
外
の
こ
と
ば
で
社
会
的

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
る
状
況

を
紹
介
し
て
い
る
。
「そ
こ
で
は
、
社
会
的
に
優
勢
な
言
語
が
、
制
度
化
さ
れ
た

国
語
と
し
て
他
の
言
語
の
話
者
に
強
制
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
.多
言
語
主
義
と

し
て
、
や
は
り
そ
こ
か
ら
は
み
だ
す

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
作
り
だ
す
形
で
複
数
の

言
語
が
制
度
化
さ
れ
る
こ
と
も
な

い
。
ま
こ
と
に
柔
軟
、
自
在
で
、
し
か
も

マ

ジ
ョ
リ
テ
ィ
に
よ
る
自
己
主
張
や
押
し

つ
け
の
な
い
言
語
状
況
」
が
あ
る
の
だ

(川
田

一ΦO
S
ω
一)。・

こ
の
よ
う
に
、
「母
証
巴

に
縛
ら
れ
ず
、
対
面
す
る
人
に
よ
り
言
語
を
変
え
る

態
度
は
、
言
語
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の

「母
語
」
の
ロ
ジ
ッ
ク
に
見
ら
れ
る
、
「母

語
」
の
客
体
化
、
固
定
化
と
は
相
容
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

3

・
2

「
母
語
」
の
ロ
ジ

ッ
ク
に
対
立
す
る
ロ
ジ
ッ
ク

ー

言
語
の
価
値
の
議
論

現
代
世
界
で
は
、
必
ず
し
も
先

に
述
べ
た

「
母
語
」
の
ロ
ジ

ッ
ク
の
み
が

人
々
の
間
で
受
け
容
れ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
言
語
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

の
運
動
家
が
主
張
す
る

「母
語
」

に
対
立
す
る
ロ
ジ
ッ
ク
と
し
て
、
言
語
の
価

値
に
重
点
を
置
く
志
向
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「母
語
」
の
ロ
ジ
ッ
ク
に
お
い
て
、
言

語
は
民
族
の

宀
母
語
」
で
あ
る
限
り
話
者
数
の
大
小
に
限
与
ず
平
等
で
あ
り
、

書

少
数
言
語
は
多
数
派
言
語
と
同
様

の
地
位
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
だ
と

い
う
主
張

.が
さ
れ
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
経
済
的
に
要
請
が
あ
る
か
否
か
と

い
う
指

標
に
よ
り
、
学
ぶ
の
に
価
値
の
あ
る
言
語
と
な
い
言
語
の
二
分
化
が
行
わ
れ
る
。

例
え
ば
、
英
語
は
、
国
際
的
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
た
め
の
媒
介
語
と
し
て
支

配
的
で
あ
る
。
よ

っ
て
、
・英
語

の
能
力
を
も

つ
者
は
、
な

い
者
よ
り
も
経
済
市

.

場
で
の
需
要
が
大
き

い
。
身
に
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
経
済
的
上
昇
を
図
る
こ

と
が
可
能
な
言
語
を
学
ぶ
べ
き
で
、
役
に
立
た
な

い
母
語
な
ど
学
ぶ
必
要
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

フ
ロ
リ
ア
ン

・
ク
ル
マ
ス
は
、
「こ
と
ば
の
経
済
学
』
の
中
で
、
経
済
的
に
決

定
さ
れ
る
言
語
の
価
値
が

「母
語
」
と

い
う

ロ
ジ
ッ
ク
を
脅
か
す
様
を
以
下
の

よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

種
族
と
し
て
の
意
味
で
は
、
母
語
は
ど
の
個
人
に
と

っ
て
も
同
じ
よ
う
に

重
要
で
あ
る
。
…

(中
略
)
…
こ
こ
か
ら
確
か
に
き
わ
め
て
抽
象
的
な
意

味
で
は
あ
る
が
、
母
語
は
す
な
わ
ち
母
語
で
あ
り
、
そ
の
間
に
差
異
は
な

い
と
い
う
結
論
が
出
て
く
る
。
し
か
し
す
べ
て
の
人
間
に
と

っ
て
そ
の
母

語
が
同
じ
よ
う
に
価
値
の
高
い
も
の
で
あ
り
、
諸
言
語
の
価
値

の
違

い
は

た
だ

(外
国
語
)
言
語
市
場
で
現
れ
る
に
過
ぎ
な
い
と

い
う
の
は
、
誤

っ

た
結
論
で
あ
る
。

一
つ
の
.世
代
か
ら
次
の
世
代

へ
の
言
語
推
移
と
い
う
現

象
、

つ
ま
り
両
親
が
あ
る
特
定

の
状
況
の
も
と
で
、
子
ど
も
た
ち
に
自
分

自
身
の
母
語
を
伝
え
る
こ
と
を
断
念
す
る
と

い
う
社
会
的

・
個
人
的
現
象

は
、
伝
承
に
値
し
な
い
と
主
観
的
に
判
断
さ
れ
る
言
語
も
あ
る
こ
と
、
ま

た
他
の
言
語
が
特
定
分
歴
史
的

・
社
会
的
条
件
下
で
、
経
済
的
に
よ
り
価
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値
の
高

い
も
の
乏
見
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る

ル
マ
ス

一〇㊤
ω
ロ
8
)。

(ク

言
語
学
者
や
、
言
語
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
関
わ
る
運
動
家
の
問
で
は
、
言
語

間
の
平
等
性
、
「母
語
」
の
ロ
ジ

ッ
ク
が
自
明
の
も
の
と
さ
れ
る
。
彼
等
は
、
後

で
ゴ
ア
の
事
例
で
も
見
る
が
、
経
済
的
に
割
に
合
わ
な

い
と
い
う
理
由
で
、
母

語
の
伝
達
を
あ
き
ら
め
た
親
達
を
、

「母
語
を
尊
ば
な
い
」
ど
批
判
す
る
。
し
か

し
、
実
際
に
言
語
問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
場
を
注
意
深
く
観
察
す
れ
ば
、
「母
証
阻

の
ロ
ジ
ッ
ク
を
自
明
視
す
る
の
は
、
必
ず
し
も
ド
ミ
ナ
ン
ト
な
立
場
で
な
い
こ

と
が
分
か
る
。

「

4

「
母
語
」
に
対
す
る
様

々
な
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ

ー

ゴ

ア
に
お
け
る
言
語
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
巡
る
場

こ
こ
ま
で
、
言
語
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
や
言
語
権
の
主
張
の
前
提
と
し
て
、
集

団
の

「母
語
」
を
自
明
視
す
る

「
母
語
」
の
ロ
ジ

ッ
ク
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て

そ
の
ロ
ジ
ッ
ク
の
問
題
点
に

つ
.い
て
指
摘
し
た
。
本
章
で
は
、
筆
者
の
調
査
地

で
あ
る
、
イ
ン
ド
、
.ゴ
ア
州
に
お
け
る

「母
語
」
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
巡
る
状
況
に

つ
い
て
概
観
す
る
。

4

・
ー

ゴ
ア
に
お
け
る
言
語
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
歴
史
的
経
緯
・

ゴ
ア
州
は
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
の
西
海
岸
、
ム
ン
バ
イ

(ボ
ン
ベ
イ
)
か
ら
南

南
東
に
三
七
五
K

m
、
北
を
マ
ハ
ー
ラ
ー
シ

ュ
ト
ラ
州
、
東
と
南
を
カ
ル
ナ
ー

タ
カ
州
に
挟
ま
れ
た
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
。
州
人
口
は
、
二
〇
〇

一
年
セ
ン
サ

ス
に
よ
れ
ば
、

=
二
四
万
三
九
九
入
人
で
あ
る
。

一
五

一
〇
年
に
ア
フ
ォ
ン

ソ

・
デ

・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
率

い
る
軍
隊
が
ゴ
ア
島
を
占
領
し
て
以
来
、

一
九
六

一
年
に
イ
ン
ド
軍
が
ゴ
ァ
を
武
力
解
放
す
る
ま
で
の
四
五

一
年
間
に
亙
り
ポ
ル

ト
ガ
ル
植
民
地
で
あ

っ
た
。
解
放
以
降
、
当
初
連
邦
政
府
直
轄
地
で
あ

っ
た
ゴ

ア
の
イ
ン
ド
的
シ
ズ
テ
ム
へ
の
編
入
は
徐
々
に
行
わ
れ
、

一
九
入
七
年
五
月
三

〇
日
に
は
州
へ
の
格
上
げ
が
な
さ
れ
た
。

解
放
以
降
、
ゴ
ア
の
政
治
的

・
文
化
的
帰
属
が
ど
こ
に
あ
る
か
ー
ゴ
ア
は
隣

州

マ
ハ
ー
ラ
ー
シ
ュ
ト
ラ
州
と
併
合
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
連
邦
直
轄
地
と
し

て
独
立
の
地
位
を
維
持
す
る
か
ー
と
い
う
問
題
が
持
ち
.上
が

っ
た
。
ゴ
ア
の
文

化
的
独
立
性
を
訴
え
る
統

一
ゴ
ア
党

a
巳
8
q
O
o
碧

勺
霞
蔓
"
d
O
℃
)
と
、
ゴ

ア
と
マ
ハ
ー
ラ
ー
シ
ュ
ト
ラ
州
と
の
文
化
的
同

一
性
を
主
張
す
る
マ
ハ
ー
ラ
ー

シ

ュ
ト
ラ
ワ
デ
ィ

・
ゴ

マ
ン
タ
ッ
ク
党

(ζ
咎

霞
器
算
蕁
≦
曽
象

O
o
ヨ
9
昌
什接

℃
霞
蔓
凵
ζ
O
℃
)
が
対
立
し
、
政
治
的
分
裂
が
起

こ

っ
た

(国
ω
8
<
Φ
ω
一
〇
◎。
9

「
Φ彗
畧
α
⑦ω
一㊤零
)。
こ
の
問
題
に
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
」
教
徒
と
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と

い
う
宗
教
の
違
い
、
高
力
ー
ス
ト
対
低
力
ー
ス
ト
、
地
主
と
テ
ナ
ン
ト
の
対
立

と

い
っ
た
様
々
な
要
素
が
絡
ん
で
い
た

(ζ
9
叶ω爵
9
≦
9
NO
O
bO)。

こ
の
よ
う
な
政
治
的
対
立
の
中
で
、
「ゴ
ア
の
言
語
は
何
か
」
と

い
う
問
い
が
、

ゴ
ア
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
巡

っ
て
現
れ
て
き
た
。
反
併
合
派
は
、
ゴ
ア
の

ほ
ぼ
全
域
で
会
話
に
使
用
さ
れ
て
い
る
コ
ー
ン
ク
ニ
i
語

(内
8
冨
三
V
を

「ゴ

ア

・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
、
ゴ
ア
の
文
化
的
独
自
性
の
根
拠
と
し
た
。

一
方
、

マ
ハ
ー
ラ
ー
シ
ュ
ト
ラ
州
と
の
併
合
派
は
、
隣
州

マ
ハ
ー
ラ
ー
シ
ュ
ト
ラ
州
公

用
語
の
マ
ラ
ー
テ
ィ
語

(ζ
震
讐
三
)
が
ゴ
ア
の
多
数
派
で
あ
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教

私のことば、私達のことば75



」徒
の
、
宗
教

・
文
化
活
動
の
言
語

で
あ
る
こ
と
を
併
合
の
理
由
と
し
て
主
張
し

た
。

一
九
六
九
年

一
月
の
住
民
投
票
の
,結
果
、
ゴ
ア
は
連
邦
直
轄
地
と
し
て
の

独
立
地
位
を
維
持
す
る
こ
と
と
な

っ
た
が
、
言
語
を
巡
る
問
題
は
残

っ
た
。
こ
.

れ
は
、

一
九
入
○
年
代
に
入
り
、
ゴ
ア
の
州
ス
テ
ー
タ
ス
獲
得
の
問
題
に
形
を

変
え
、

一
九
八
五
年
八
月
か
ら
、

コ
ー
ン
ク

ニ
ー
語
派
と
マ
ラ
ー
テ
ィ
語
派
の

問
の
激
し
い
言
語
紛
争
と
し
て
噴

出
し
た
へ,
す

コ
ー
ン
ク
ニ
ー
語
派
の
主
体
と

な
.っ
た

の
は
、
主

に
コ
ー

ン
ク

ニ
ー
文
学
作
家
達

に
よ
り
結
成
さ
れ
た

困
o
艮
9。巳

勺
9

8
び
o
♪
≦
窩

(閑
℃
>
1ー
コ
ー
ン
ク
ニ
ー
人
民
の
声
)
で
あ
り
、

マ

ラ
ー
テ
ィ
語
派
を
率

い
た
の
は
、

マ
ラ
」
テ
ィ
文
学
の
作
家
達

の
グ
ル
ー
プ
、

ζ
四「
讐
三

園
鉱
く
四
しd
ぴ
四
ω<
四
勹
「鋤
ωけ⇔
b
9づ
9
コ
ω
pヨ
一江
(】≦
菊
しd
℃
ω
回
マ
ラ
ー
テ
ィ

語
公
用
語
化
委
員
会
)
で
あ

っ
た
。

こ
の
対
立
は
、
中
央
政
府
の
介
入
に
よ
り
、

一
九
八
七
年
二
月
四
日
に
コ
ー
ン
ク
ニ
i
語
を
公
用
語
と
す
る
公
用
語
令
が
発

布
さ
れ
、
同
年
五
月
三
〇
日
に
ゴ

ア
が
イ
ン
ド
連
邦
二
五
番
目
の
州
と
し
て
の

地
位
を
付
与
さ
れ
る
こ
と
で

一
応

の
決
着
を
見
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
、
筆

者
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行

っ
た
二
〇
〇
〇
～
二
〇
〇

一
年
現
在
で
も
両
者

の
対
立
は
完
全
に
は
消
え
去
ら
ず
、
絶
え
ず
問
題
と
な

っ
て
い
た
⑳
。

4

.
2

コ

ー

ン

ク

ニ

ー

.
.マ

ー

イ

、

マ
ー

イ

・

マ

ラ

ー

テ

ィ

ー

「母
語
」
の
象
徴
化

コ
ー
ン
ク
ニ
ー
語
、

マ
ラ
ー
テ
ィ
語
そ
れ
ぞ
れ
を
掲
げ
た
言
語
ナ
シ
ョ
ナ
リ

,ズ
ム
と
言
語
紛
争

の
中
で
、
支
持
者
た
ち
は
両
言
語
を

「母
語
」
と
し
て
象
徴

化
す
る
試
み
を
行

っ
た
。

例
え
ば
、
コ
ー
ン
ク
ニ
ー
語
派
を
支
援
し
た
英
語
新
聞

ヘ
ラ
ル
ド

(漂

錯
§

は
、

一
九
八
六
年
七
月
二
三
日
付
け
の

一
面
に

「母
語
」
と
し
て
の
コ
ー
ン
ク

ニ
ー
語
を
強
調
す
る
漫
画
を
掲
載
し
た
。
母
親
は
息
子
に
以
下
の
よ
う
に
語
り

か
け
て
い
る
。
7
:
そ
し
て
、
覚
え
て
お
き
な
さ
い
、
息
子
ま
。
時
が
来
て
、
私

は
こ
の
世
を
去
り
ま
す
。
そ
し
て
、
あ
な
た
と
私
を
唯

一
つ
な
ぐ
も
の
は
、
、コ

ー
ン
ク
ニ
i
語
と
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
言
葉
こ
そ
が
、
广私
達
を
結
束
さ
せ
る

の

で
す

・.
・。
」

「
私

達

」

を

結

束

さ

せ

る

こ

の

「
母

語
」

は

、

後

に

、.誉

b
訂

註

§

㌧
↑

ζ

o
昏

曾

国
8

訂

三
)..
と

い
う

名

で
更

に

象

徴
化

さ

れ

て

い

っ
た

。

ア

ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
激
化
す
る
に
つ
れ
、
「彼
女
は
、
継
母
の
よ
う
な
扱

い
を
受
け

て
き
た
」
、
「彼
女
は
、

一
家
の
女
主
人
と
し
て
自
分
の
家
に
据
え
ら
れ
る
べ
き

だ
」
・と
い
っ
た
象
徴
的
言
い
回
し
が
新
聞
紙
上
に
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
マ
ラ
ー
テ
ィ
語
派
は
、

マ
ラ
ー
テ
ィ
語
新
聞
ゴ

マ
ン
タ
ッ
ク

(O
o§
鋤
ミ
毬

紙
上
に
て
、
イ
ン
ド
の
古
典

マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
の
挿
話
を
題
材
と

し
、

マ
ラ
ー
テ
ィ
語
を

「母
語
」
と
し
て
象
徴
化
す
る
戦
略
を
取

っ
た
。

一
九

八
六

年

八

月

五

日
付

け

の
新

聞

に
、

.、ミ

賊

§

蠢

き
丶
(11
ζ

o
昏

奠

ζ

巽

舞
げ
⇔
..

と
名
づ
け
ら
れ
た
女
性
が
、
人
々
の
前
で
サ
リ
ー
を
剥
ぎ
取
ら
れ
そ
う
に
な
る

の
を
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
神
ク
リ
シ
ュ
ナ

(
マ
ラ
ー
テ
ィ
語
派
を
象
徴
)
が
阻
む
と

い
う
漫
画
が
掲
載
さ
れ
た
。

マ
ー
イ

・
マ
ラ
ー
テ
ィ
の
サ
リ
ー
を
剥
ぎ
取
ろ
う

と
す
る
王
は
、
・コ
ー
ン
ク
ニ
ー
語
派
の
リ
ー
ダ
ー
の
似
姿
と
な

っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う

に

一
九
入
五
年
か
ら
八
七
年
ま
で
続
い
た
言
語
紛
争
の
中
で
、

コ
ー
ン
ク
ニ
i
語
、

マ
ラ
ー
テ
ィ
語
そ
れ
ぞ
れ
が
運
動
家
の
言
説
で

「母
」
と

し
て
提
示
さ
れ
た
。
こ
の
事
象
は
非
常
に
興
味
深

い
。
と

い
う
の
も
、
こ
の
象

徴
化
さ
れ
た

「母
語
」
は
、
言
語
習
得
と
い
う
観
点
か
ら
み
た
ゴ
ア
の
個
人
に

と

っ
て
の
母
語
と
は
異
な
る
場
合
が
あ
る
か
ら
だ
。
コ
ー
ン
ク

ニ
i
語
の
場
合

76
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、

は
、
ゴ
ア
州
の
ほ
ぼ
全
域
で
人
々
が
媒
介
語

(出
⇒
汀
一卯
口
簡四⊆
拶oq
Φ)
と
し
て
用
い
て

お
り
、「
セ
ン
サ
ス
の
母
語

(自
分
が
子
供
の
頃
に
母
親
が
喋
り
か
け
て
き
た
言

語
)
は
何
か
と
い
う
質
問
に
対
し

て
多
く
が

コ
ー
ン
ク
ニ
ー
語
を
母
語
と
し
て

回
答
し
て
い
る
亘
。
よ

っ
て
、
コ
ー

ン
ク
ニ
ー
語
を
集
団
の

「母
語
」
」と
し
て

象
徴
化
す
惹
の
は
、
あ
る
程
度
妥
当
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
マ
ラ
ー
テ
そ
語
の

場
合
は
様
子
が
異
な
る
。
支
持
者

の
多
く
が

マ
ラ
ー
テ
ィ
語
を
主
に
書
記
語
と

し
て
用
い
、
会
話
に
は

コ
ー
ン
ク

ニ
i
語
を
用
い
る
。
彼
等
の
個
人
と
し
て
の

母
語
は
、
コ
ー
ン
ク
ニ
ー
語
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
マ
ラ
ー
テ
イ
語

が

「母
語
」
、
マ
ー
イ

・
マ
ラ
ー
テ
ィ
と
し
て
提
示
さ
れ
る
の
は
、
後
に
も
説
明

す
る
が
、
大
半
の
支
持
者
で
あ
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
の
間
で
、
マ
ラ
ー
テ
ィ
語

が
文
学
や
儀
式
に
使
用
さ
れ
る
言
語
だ
と

い
ヶ
認
識
が
あ
る
か
ら
だ
。
ま
た
、

コ
ー
ン
ク
ニ
ー
語
を

「母
語
」
と
し

て
支
援
す
る
人
々
の
中
に
は
、
英
語
や
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
を
母
語
と
す
る
人
々
が

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。」
し
か
し
、
コ
ー
ン

ク
ニ
ー

・
マ
ー
イ
、

マ
ー
イ

・
マ
ラ
ー
テ
ィ
と

い
う
形
で
双
方
の
言
語
が

「母

語
」
と
し
て
象
徴
化
さ
れ
る
こ
と

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
援
者
の
中
に
、
個
人
個

人
が
用
い
る
母
語
の
定
義
を
超
え
、
民
族
の
言
語
闘

「母
語
」
・の
イ
メ
ー
ジ
が

構
築
さ
れ
て
い
っ
た
。

4

・
3

「
コ
ー
ン
ク

一一-
語
は
、
母
語
だ
か
ら
学
ば
な
く
と
も
よ
い
」

一
九
八
七
年
の
公
用
語
令
に
ょ
り
、
コ
ー
ン
ク
ニ
i
語
は
、
ゴ
ア
州
の
公
用

語
と
し
て
認
定
さ
れ
た
。
公
用
語
令
発
布
直
前
の
ア
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
高
ま
り

か
ら
考
え

て
、
コ
ー
ン
ク
ニ
ー
語
、

マ
ラ
ー
テ
ィ
語
を
そ
れ
ぞ
れ

「母
語
」
と

し
て
象
徴
化
す
る

「母
語
」
の
ロ
ジ

ッ
ク
は
人
々
の
間
に
多
大
な
影
響
力
を
及

ぼ
し
た
と

い
え
る
。
公
用
語
し
て
認
定
さ
れ
る
か
ら
に
は
、
行
政

・
教
育
を
含

む
全
て
の
公
的
領
域
で
コ
ー
ン
ク
ニ
i
語
が
使
用
さ
れ
る
べ
き
だ
、
と
い
う

の

が
運
動
家
達
の
主
張
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
、一
九
八
七
年
に
発
布
さ
れ
た
公
用

語
令
以
降
、
「母
語
」
の
ロ
ジ
ッ
ク
の
浸
透
度
は
完
全
で
は
な
い
。

つ
ま
り
、
現

在
、
コ
ー
ン
ク
ニ
ー
語
は
、
未
だ
学
ぶ
べ
き

「母
語
」
と
し
て
ゴ
ア
の
人
々
に

受
け
容
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

ゴ
ア
州
の
教
育
制
度
で
は
、
小
学
校

(
一
～
四
年
生
)
で
は
ゴ
ア
の
現
地
語
、

つ
ま
り
コ
ー
ン
ク
ニ
ー
語
か

マ
ラ
ー
テ
イ
語
ミ
デ
ィ
ア
ム

(使
用
)
で
、
そ
し

て
中
学
校

(五
～

一
〇
年
生
)
以
降
、
高
校

(
=

～

一
二
年
生
)、
カ
レ
ッ
ジ

レ
ベ
ル
ま
で
英
語
で
教
育
が
行
わ
れ
る
べ
き
だ
と

い
う
方
針
と
な

っ
て
い
る
。

し
か
し
、
小
学
校
か
ら
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
間
で
は
子
弟
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系

の
英

語
ミ
デ
ィ
ア
ム
の
学
校
に
通
わ
せ
、
ビ
ン
F
ウ
i
教
徒
の
場
合
は

マ
ラ
ー
テ
ィ

語
ミ
デ
ィ
ア
ム
の
小
学
校
に
子
弟
を
送
る
こ
と
が
多

い
。
ゴ
ア
の
月
刊
誌
、
ゴ

ア

・
ト
デ
ィ

(O
o
価
ま

審
S

の
二
〇
〇
〇
年
七
月
号
に
よ
れ
ば
、
コ
ー
ン
ク
ニ

ー
語
ミ
デ
ィ
ア
ム
の
小
学
校
に
通

っ
て
い
る
人
数
は
公
立
、
私
立
を
合
わ
せ
て

三
〇
、

一
〇
八
人
、

マ
ラ
ー
テ
ィ
語
ミ
デ
ィ
.ア
ム
に
通
う

の
は
、
五
〇
、
○
八

七
人
、
そ
し
て
英
語
ミ
デ
ィ
ア
ム
に
通
う
人
数
は
、

一
五
、
○

○
○
人
強
と
な

っ
て
い
る
ゆ

コ
ー
ン
ク
ニ
ー
語
支
持
の
運
動
家
が
主
張
す
る
母
語
教
育
が
大
勢

を
占
め
る
状
況
に
は
程
遠
い
。

筆
者
が
ゴ
ア
州
文
書
館
で
調
査
を
行

っ
て
い
る
際
に
、・
館
員
が
述

べ
た
言
葉

が
あ
る
。
「
コ
ー
ン
ク
ニ
ー
語
は
母
語
だ
か
ら
、
学
ば
な
く
て
も
い
い
ん
だ
。
そ

れ
よ
り
は
、
マ
ラ
ー
テ
ィ
語
や
英
語
を
勉
強
す
る
べ
き
な
ん
だ
。」
娘
を
コ
ー
ン

ク
ニ
i
語
ミ
デ
ィ
ア
ム
の
小
学
校
に
通
わ
せ
て
い
る
大
学
講
師
の
女
性
は
、・
筆

私のことば、私達のことば77
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冖

者
に
こ
う
話
し
た
。
「私
の
住
ん
で
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
で
子
供
を
ユ
」
ン
ク
ニ
ー

語
の
小
学
校
に
通
わ
せ
て
い
る
の
は
う
ち
だ
け
な
の
よ
。
他
の
人
た
ち
は
、
コ

.
ー
ン
ク
ニ
ー
語
の
学
校
な
ん
て
行

っ
て
も
仕
方
が
な
い
、
と
い
う
態
度
を
取
る

の
。」こ

の
よ
う
な
現
象
に
は
、
コ
ー
ン
ク
ニ

、1
語
と

マ
、ラ
ー
テ
ィ
語
が
辿

っ
て
き

た
歴
史
的
経
緯
が
関
係
し
て
い
る
。
両
言
語
は
、
文
法
構
造
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ

り
、
語
彙
も
共
通
の
も
の
が
多

い
。
た
だ
し
、
前
者
は
基
本
的
に
、
ゴ
ア
全
域

で
口
頭
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
用

い
ら
れ
る
会
話
語
で
あ
り
、
文
学
語
と

し
て
確
立
さ
れ
た
歴
史
が
浅

い
の
に
対
し
、
後
者
は
、

一
二
世
紀
の
バ
ク
テ
ィ

運
動
以
来
、
詩

の
言
語
と

し

て
用

い
ら
れ

て
き
た
と

い
う
差
異
が
あ
る

(Ω
oa
o昌
お
り。。
"
乞
山
ヨ
住
巴

O
O
O)。
こ
れ
に
更
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
植
民
地
時
代
の
歴

史
が
関
わ

っ
て
状
況
を
複
雑
に
し
て
い
る
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
、

一
五

一
〇
年
に
ゴ
ア
島
を
占
領
し
た
後
、

一
五
四
〇
年

代
に
入
り
、
ヒ
ン
ド
ゥ
i
教
徒
の
強
制
改
宗
を
進
め
る
べ
く
、
ヒ
ン
ド
ゥ
i
寺

院
を
破
壊
し
て
い
っ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
は

一
五
四
三
年
に
は
、
ゴ
ア
島

(現
在

で
は
テ
ィ
ス
ワ
デ
ィ

(目
一ω≦
四
隻
)
と
呼
ば
れ
る
)
と
そ
の
周
辺
の
バ
ル
デ
ズ

(Ou
奚
号
N
)、
サ
ル
セ
テ
(ω
巴
8
けΦ)
を
支
配
下
に
置
く
。
こ
れ
ち
の
地
域
は

「旧

征
服
地
」
と
呼
ば
れ
る
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
改
宗
し
な
か
つ
た
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教

徒
た
ち
は
、
当
時
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
力
が
及
ば
な
か
っ
た

「新
征
服
地
」
(
一
八

世
紀
に
な

っ
て
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
支
配
下
に
入
る
)

へ
と
逃
れ
て
い
っ
た
。

そ
の
結
果
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
た
ち
は
新
た
な
土
地
に
寺
院
を
建
設
し
、

マ

ラ
ー
テ
ィ
語
を
母
語
と
す
る
ブ
ラ
ー

マ
ン
を
招
き
、
儀
礼
を
執
り
行
わ
せ
た
。

ま
た
、
高
力
ー
ス
ト
の
人
々
は
子
弟
を

マ
ラ
ー
テ
ィ
語
で
教
育
し
た
。
こ
の
事

情
に
よ
噸
、
ゴ
ア
の
セ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
は
、

マ
ハ
ー
ラ
ー
シ

ュ
ト
ラ
文
化
圏
と

親
密
性
を
増
し
て
い
っ
た
。

「旧
征
服
地
」
に
お
い
て
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
が
行
政
言
語
と
し
て
用
い
ら

れ
た
。
改
宗
し
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
中
に
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
ス
テ
亅
タ
ス

の
高

い
言
語
と
し
て
認
識
し
、
家
庭
内
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
話
す
者
も
出
て
き

た
。
コ
ー
ン
ク
ニ
ー
語
は
召
使
と
喋
る
た
め
の

「
キ
ッ
チ
ン

・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
」

と
し
て
認
識
さ
れ
た
。

一
八
世
紀
後
半
に
な

っ
て
、
現
在
の
ゴ
ア
州
全
域
が
ポ

ル
ト
ガ
ル
の
支
配
下
に
入
っ
た
時
点
で
、
既
に

「旧
征
服
地
」
で
は
ボ
ル
ト
ガ

、

ル
語
と

コ
ー
ン
ク
ニ
ー
語
の
ダ
イ
グ
ロ
シ
ア
が
嘱
「新
征
服
地
」
で
は
、
マ
ラ
ー

テ
ィ
語
と
コ
ー
ン
ク
ニ
ー
語
の
間
に
ダ
イ
グ
ロ
シ
ア
的
関
係
が
形
成
さ
れ
て
い

た
。ゴ
ア
の
媒
介
語
で
あ
る
コ
ー
ン
ク
ニ
ー
語
を

「ゴ
ア
の
言
語
」
と
し
て
確
立

す
る
コ
ー
ン
ク
ニ
ー
語
派
の
主
張
は
、
前
章
ま
で
に
述
べ
た

「母
語
」

の
ロ
ジ

ッ
ク
に
従

っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
・王
張
で
は
、
会
話
語
と
し
て
の
コ
ー
ン
ク

ニ
ー
語
、
「母
語
」
と
し
て
の
コ
ー
ン
ク
ニ
i

・
マ
ー
イ
は
、
「ゴ
ア
人
」
と

い

う
言
語
共
同
体

の
構
成
メ
ン
バ
ー
に
共
有
さ
れ
る
自
明
な
も

の
で
あ
り
、
「ゴ

ア

・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
の
象
徴
で
あ
る
と
語
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
ゴ
ア
独

自
の
言
語
に
ふ
さ
わ
し
い

「母
語
」
と
し
て
コ
ー
ン
ク
ニ
ー
語
を
発
展
さ
せ
て

い
こ
う
と
の
意
図
で
、
辞
書
編
纂
や

「正
し
い
コ
ー
ン
ク

ニ
ー
語
」
の
書
き
方

指
南
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の
発
行
が
進
め
ら
れ
る
2
。
こ
の
コ
ー
ン
ク

ニ
ー
語

客
体
化

の
動
き
は
、
コ
ー
ン
ク

ニ
ー
語
が
、
文
学
語
と
し
て

一
部

の
ゴ
ア
の

人
々
に
意
識
さ
れ
始
め
た
二
〇
世
紀
前
半
に
な

っ
て
始
ま

っ
た
⑫
。
解
放
以
降
、

コ
ー
ン
ク
ニ
ー
語
で
書
か
れ
る
劇
、
短
編
、
長
編
小
説
の
数
は
徐

々
に
増
え
て
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、

'

い

っ
て

い
る

。

コ
ー

ン

ク

ニ
ー

言

語

協

会

(国
o
づ
評
9
三

bd
9
ω
ぴ
9
ζ

碧

α
9
一)、

ゴ

ア

・
コ
ー

ン

ク

ニ
ー

・
ア

カ

デ
ミ

ー

(O
O
g
H(
O
昌
胃
9
⇒
一
蒡

9
α
①
ヨ
一)
と

い

っ
た

団

体

が

コ
ー

ン

ク

ニ
ー

語
確

立

の
動

き

を

担

っ
て

い
る

2

し

か

し
、

ゴ

ア

の
人

々

の
多

く

は

コ
ー

ン

ク

ニ
i
語

を

書

記

語

と

考

え

て

お
ら

ず

、

現

在

、

ク

リ

ス
チ

ャ

ン
は

主

に

英

語

新

聞

を

読

み
、

ヒ

ン
ド

ゥ

ー
教

徒

は

、

マ
ラ
ー

テ

ィ
語

新

聞

へ

を
読
む

塾
。

ま
た
、
コ
ー
ン
ク
ニ
i
語
自
体
に
様
々
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
話

者
の
社
会
的
位
置
づ
け
に
よ
り
、
多

様
な
言
語
的
要
素
が
彼
ら
の
母
語
に
侵
入

し
て
い
く
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
高
力
i
ス
ト
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
同
士
で
あ

れ
ば
、
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
語
や
マ
ラ
ー
テ
ィ
語
の
語
彙
を
多
用
す
る
だ
ろ
う
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
植
民
地
時
代
に
植
民
地
政
府
と
近
か

っ
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
は
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
の
影
響
を
強
く
受
け
た
コ
ー
ン
ク
ニ
ー
語
を
喋
る
。
更
に
馬
地
域

ご
と
に
ア
ク
セ
ン
ト
や
語
彙
が
異
な
り
、
コ
ー
ン
ク
ニ
i
語
の
標
準
化
が
難
し

い
状
況
で
あ
る
。

公
用
語
と
し
て
の
標
準
化
、
整
備

が
進
ま
な

い
の
に
加
え
、
人
々
の
間
で
歴

史
的
に
蓄
積
さ
れ
た

「キ
ッ
チ
ン

・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
」
と
し
て
の
コ
ー
ン
ク
ニ
ー

語
と
い
う
考
え
は
根
強
く
、
ゴ
ア
の
多
く
の
人
々
が

「役
に
立

つ
」
、
「価
値
の

高
い
」
言
語
、
つ
ま
り
英
語
や
マ
ラ
ー
テ
ィ
語
の
習
得
を
目
指
す
。
ゴ
ア
に
お

け
る
産
業
は
、
十
分
な
就
労
機
会
を
与
え
る
ま
で
は
い
か
ず
、
ム
ン
バ
イ
等
の

・
イ
ン
ド
の
都
市
部
、
中
東
の
ド
バ
イ

や
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
出
稼
ぎ
に
行
く
た

め
に
は
マ
ラ
ー
テ
ィ
語
や
英
語
の
能
力
が

「母
語
」
に
勝
る
。
そ
の
た
め
、
先

に
見
た
よ
う
に
、
英
語
ミ
デ
ィ
ア
ム
、
・あ
る
い
は

マ
ラ
ー
テ
ィ
語
ミ
デ
ィ
ア
ム

の
学
校
に
通
う
子
供
の
数
は

コ
ー
ン
ク
ニ
ー
語
ミ
デ
ィ
ア
ム
に
通
う
子
供

の
数

よ
り
も
多

い
。
ま
た
い
特
に
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
多
く
見
ら
れ
る
が
、
英
語
と

コ

ー
ン
ク
ニ
ー
語
の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
両
親
が
、
子
供
に
英
語
で
話
し
か
け
、
子

供
の
母
語
が
英
語
に
な
る
よ
う

「言
語
乗
り
換
え
」
を
進
め
る
場
合
が
あ
る
。

こ
う

い
っ
た
傾
恂
を
批
判
し
、
フ
レ
デ
イ

・
ダ

・
コ
ス
タ
神
父
は
、
「ク
リ
ス
チ

ャ
ン
の
間
で
、
英
語
に
よ
る
結
婚
式
な
ど
の
儀
礼
が
増
加
し
、
コ
ー
ン
ク

ニ
ー

語
の
発
展
を
妨
げ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
套
。
コ
ー
ン
ク
ニ
i
語
支
持
の
運

動
家
か
ら
見
れ
ば
、
母
語
離
れ
が
止
ま
ら
な

い
状
況
に
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の

}
方
で
、
筆
者
が
本
論
最
初
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
に
引

い
た
ゴ
ア

の
青
年
の
よ
う
に
、
英
語
を
母
語
に
し
つ
つ
も
、
民
族
の

「母
語
」
と
し
て
コ

ー
ン
ク
ニ
i
語
を
所
有
す
る
態
度
も
あ
る
。
母
語
と
し
て
は
、
コ
ー
ン
ク
ニ
ー

語
を
話
さ
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
「ゴ
ア
人
」
と
い
う
民
族
の
言
語
と
し
て
コ
ー

ン
ク
ニ
ー
語
と
関
係
を
持
つ
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
ゴ
ア
の
母
語
と

「母
語
」
を
巡
る
状
況
は
、
「母
証巴

の
ロ

ジ
ッ
ク
を
主
張
す
る
言
語
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
、
価
値
の
高

い
言
語
を
志
向
す
る

人
々
湘
母
語
で
は
な
い

「母
語
」
と
関
係
を
持

つ
人
々
な
ど
、
「母
語
」

へ
の

様
々
な
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
の
絡
ま
り
あ

い
の
中
、
複
雑
な
様
相
を
見
せ
て
い
る
。

.㌔

匚
」

「
私

の
こ
七
ば

」
、
「
私
達

の
こ
と
ば

」

の
所
有

「母
語
」
を
民
族
固
有
の
言
語
之
考
え
、
公
的
領
域
で
の
母
語
使
用
、
母
語

教
育
の
整
備
を
目
指
す
立
場
、
価
値
の
あ
る
言
語
を
志
向
す
る
立
場
、
そ
し
て

言
語
乗
り
換
え
を
行
い
つ
つ
、
「母
語
」
を
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
指
標

と
し
て
有
す
る
立
場
。
こ
れ
ち
の
、
ゴ
ア
で
見
ら
れ
た
全

て
の
立
場
が
、
近
代

私のことば、私達のことば
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に
特
有

の
所
有
の
問
題
i
主
体
が
自
己
に
固
有
の
も
の

(所
有
物
)
と
関
係
を

持

つ
こ
と
で
《
自
律
し
た
存
在
と
な
る
こ
と
ー
と
関
連
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

・

れ
る
。「所
有
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
鷲
田
清

一
は
、
近
年
の
身
体
加
工
や
臓
器
移

植
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
「か
け
が
え
の
な

い
私
の
身
体
」

と

「私
の
身
体
だ
か
ら
ど
の
よ
う

に
処
分
し
て
も
よ
い
」
と
い
う

一
見
矛
盾
し

た
感
覚
は
、
近
代
に
お
け
る
所
有

権
と
い
う
概
念

の
確
立

・
浸
透
の
結
果
生
じ

て
き
た

(鷲
田

一㊤
㊤
①
》一
〇り
。。
糟b。O
O
O
)。
つ
ま
り
、
所
有
権
の
確
立
に
よ
り
、
個
人

は
モ
ノ
と
の
問
に
他
の
人
々
が
持

た
な

い
特
別
な
関
係
を
生
じ
さ
せ
る
。
そ
し

て
、
そ
の
特
別
な
モ
ノ
と
の
関
係

は
、
反
対
に
自
律
し
た
主
体
と
し
て
の
個
人

を
規
定
す
る
。
こ
の
関
係
性
の
中

で
、
個
人
に
所
有
さ
れ
る
モ
ノ
は
所
有
者
に

固
有

の
存
在

で
あ
る
。
七
か
し
、
そ
の

一
方
で
そ
の
モ
ノ
は
所
有
者
の

一
存
で

誰
か
に
譲
り
渡
す
な
ど
の
処
分
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
矛
盾
し
た
所
有
権
と
可

処
分
権

の
概
念
が
身
体
に
ま
で
拡
大
さ
れ
、
先
に
述
べ
た

「か
け
が
え

の
な

い

私
の
身
体
」
「私
の
身
体
の
処
分
は
私
の

一
存
で
あ
る
」.
ど
い
う
感
覚
が
生
ま
れ

て
き
た
。

こ
の
鷲
田
の

「身
体
」
に
関
す

る
議
論
を
言
語
に
つ
い
て
も
応
用
で
き
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

つ
ま
り
、
近
代
に
お
け
る
所
有
権
と

い
う
概
念

の
確

立

.
浸
透

の
結
果
、
自
律
的
な
主
体
と
し
て
の
個
人
に
と

っ
て

「私
の
身
体
」

が
不
可
欠
に
な

っ
た
。
私
の
身
体
は
、
固
有
の
人
格
を
有
す
る
身
体
で
あ
る
〔艀
〉。
.

そ
れ
と
と
も
に
、
私
に
固
有
の
言
語
11
母
語
も
主
体
が
成
立
す
る
た
め
の
必
要

不
可
欠
な
要
素
と
し
て
現
わ
れ
て
き
た
、
と
。
た
だ
し
、
母
語
の
場
合
、
近
代

の
国
民
国
家

の
言
語
H
個
人
の
言
語
と
い
う
思
考
㊨
影
響
か
ら
、
集
団
に
固
有

の
言
語
11

「母
語
」
が
主
体
成
立
分
た
め
に
必
要
な
個
人
の
母
語
と
同

一
視
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

.先
に
述
べ
た
三
つ
の
立
場
1

「母
語
」
を
民
族
固
有

の
言
語
と
考
え
、
公
的

領
域
で
の
母
語
使
用
、
母
語
教
育
の
整
備
を
目
指
す
立
場
、
価
値
の
あ
る
言
語

を
志
向
す
る
立
場
、
そ
し
て
言
語
乗
り
換
え
を
行
い
つ
つ
、
「母
語
」
を
自
分
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
指
標
と
し
て
有
す
る
立
場
1
の
違

い
は
レ
言
語
の
所
有

者
を
個
人
に
置
く
か
、
集
団
に
置
く
か
で
あ
る
。
母
語
使
用
、
母
語
教
育

の
権

利
を
主
張
す
る
言
語
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
は
、
個
人
の
言
語

(11
母
語
)
を
集
団

の
言
語

(11

「母
語
」
)
に
読
み
換
え
る
。
そ
し
て
、
集
団
に
同

一
化
し
、
集
団

所
有
の
言
語
を
持

つ
こ
と
で
」
個
人
は
固
有
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持

つ
よ

う
に
な
る
。
そ
の

一
方
で
、
「母
語
」
を
特
別
に
所
有
せ
ず
、
役
に
立
つ
価
値
の

高
い
言
語
を
習
得
す
る

(自
分
の
も
の
と
す
る
)
と
い
う
立
場
は
、
言
語
の
所

有
者
が
個
人
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
。
そ
し
て
、
所
有
権

の
可
処
分
権
の
論

理
に
従

い
、
言
語
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
道
旦
ハで
あ
る
か
ら
、
よ
り
役

に

立

つ
言
語
に
取
替
え
る
、
と
い
う
姿
勢
が
現
わ
れ
る
。
最
後

の
、
集
団
の
言
語

と
は
異
な
る
母
語
を
持
ち
つ
つ
も
、
象
徴
化
さ
れ
た

「母
語
」
を
自
己
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
拠
り
所
と
す
る
立
場
で
は
、
個
人
と
集
団
が
切
り
離
さ
れ
る
。

し
か
し
、
同
時
に
そ
の
個
人
が
集
団
の
言
語
を
所
有
す
る
と

い
う
複
雑
な
状
況

が
現
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
言
語
の
所
有
と
い
う
感
覚
は
、
.先
述
し
た
よ
う
に
、
言
語
を
客

体
化
し
た
上
で
、
そ
の
言
語
と
特
定
の
言
語
共
同
体
、
あ
る
い
は
個
人
を
関
係

付
け
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
特
に
多
言
語
状
況
で
は
誰
が
ど
の
言
語
共
同

体
に
所
属
す
る
か
特
定
す
る
の
は
難
し
い
。
そ
の
言
語
共
同
体
に
固
有
の
語
彙
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や
文
法
に
則

っ
て
話
す
と
い
う
よ
り
は
、
人
は
種
々
多
様
な
場
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
、

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
相
手
と
の
関
係
で
使
用
す
る
言
語
を
決
定
す
る
。
こ
の
視
点
は
、

身
体
は

「他
者
」
と

の
関
係
性
の
中

で
成
り
立
つ
と
い
う
鷲
田
の
指
摘
と

一
致

し
、
言
語
の
問
題
を
所
有

の
問
題
系

の
中
で
更
に
展
開
す
る
可
能
性
を
示
唆
す

る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
「母
語
」
の

ロ
ジ

ッ
ク
が
主
張
す
る

一
っ
の
言
語
に
結
び

つ
い
た
主
体
、
と

い
う
志
向
で
は
な
く
、
様
々
な
言
語
と
い
う
関
係
性
の
中
に

存
在
す
る
主
体
を
考
え
る
、
と
い
う
展
開
の
可
能
性
で
あ
る
。

6

お

わ
り
に

現
代
世
界
で
は
、
言
語
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
言
説

の
み
な
ら
ず
、
様
々
な
言

語
政
策
に
お
い
て
も
民
族
の
言
語
と
し
て
の

「母
語
」
の
所
有

の
問
題
は
根
強

い
。
例
え
ば
、
イ
ン
ド
の
州
公
用
語
制
度
に
お
い
て
、
「母
語
」
と

い
う
概
念
は

中
心
的
位
置
を
占
め
る
(↓
三
歪
ヨ
巴
巴

b。O
O
一)。
そ
し
て
、
ゴ
ア
に
お
け
る
コ
ー

ン
ク
ニ
ー
語
の
言
語
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
も
そ
こ
に
基
本
的
に
依
拠
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
人
々
の
母
語
こ
そ
が
公
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
前

提
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

一
方

で
、
「母
語
だ
か
ら
こ
そ
学
ば
ず
と
も
よ
い
」

と

い
う
主
張
が
な
さ
れ
る
。
ゴ
ア
の
コ
ー
ン
ク

ニ
ー
語
話
者
の
多
く
が
、
自
分

達
の
母
語
は
言
語
ヒ
エ
ラ
ル
キ
」

の
中
で
低
い
地
位
に
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て

い
る
。
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
の
問
で
特
権
的
地
位
に
あ

っ
た
マ
ラ
ー
テ
ィ
語
で
さ

え
も
、
近
年
で
は
、
世
界
の
リ
ン
ガ

・
フ
ラ
ン
カ
で
あ
る
英
語
こ
そ
を
学
ぶ
べ

き
だ
と

い
う
、
現
代
世
界
で
進
行
中

の
言
語
の
価
値
ロ
ジ
ッ
ク
に
従

っ
た
動
き

に
押
さ
れ
気
味
で
あ
る
。

本
論
で
は
、
個
人

(私
)
の
言
語
11
母
語
を
民
族

(私
達
)
の
言
語
11

「母

語
」
と
し
て
象
徴
化
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
言
語
権
な
ど
の
言
語
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

.

ム
の
言
説
に
見
出
せ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の

一
方
で
、
「母
語
」
を
第

一
に

置
く
の
で
は
な
く
、
」ど
の
言
語
を
学
ぶ
の
が
経
済
的
に
有
利
か
と

い
う
視
点
に

基
づ
く
言
語
の
価
値
な
ど
の
様

々
な
論
理
が
人

々
の
間
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
そ
し
て
、
言
語
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
現
場
で
は
、
活
動
家
、た
ち
の
主

張
す
る

「母
語
」
の
ロ
ジ
ッ
ク
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
他
の
論
理
が
絡
み
あ

っ
て

複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
こ
と
を
イ
ン
ド
、
ゴ
ア
州
の
事
例
を
交
え
な
が
ら

問
題
と
し
、
そ
れ
ら
の
論
理
が
近
代

の
所
有
の
問
題
系
に
据
え
ら
れ
る
可
能
性

に
つ
い
て
考
え
た
。

現
代
世
界
で
は
、
.母
語
の
権
利
を
主
張
す
る
言
語
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
起
こ

る

一
方
で
、
母
語
か
ら
英
語
を
中
心
と
し
た
価
値
の
あ
る
言
語

へ
の

「乗
り
換

え
」
を
行
う
人
々
も
い
る
。
活
動
家
た
ち
は
、
そ
う

い
.っ
た
人
々
は

「母
語
」

を
尊
重
し
な
い
と
批
判
す
る
。
し
か
し
、
活
動
家
と

「言
語
乗
り
換
え
」
を
行

う
双
方
の
.ロ
ジ

ッ
ク
と
も
に
近
代
と

い
う

コ
ン
テ
ク
ス
ト
上
で
捉
え
う
る
と

い

う
視
点
を
持

つ
こ
と
で
、
ま
た
新
た
な
視
野
が
開
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

謝
辞本

論
文
中

の
デ
ー
タ
は
、
二
〇
〇

〇
年

四
月
～
二

〇
〇

一
年
九

月
、
.
二
〇
〇
二
年

二

～
三
月

、
八
月

の
間

に
筆
者

が
イ
ン
ド

、
ゴ

ア
州
で
行

っ
た
現
地
調
査

で
収
集

さ
れ

た
。

調
査

は
、
文
部
省

(平
成

二

年
度

γ
ジ
ア
諸

国
等
派

遣
留

学
生
)
、
公
益
信
託
澁
澤

民

族
学

振
興
基
金

(平
成

一、
四
年
度
大
学
院
生
等

研
究
活
動
助

成
)

の
援
助

に
よ
り

可
能

と
な

っ
た
。
ま
た
、
本

論
文

執
筆
中

に
、

二

一
世
紀

C
O
E
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
イ

ン
タ
ー

フ
ェ
イ

ス
の
人
文
学
」
、

「
ト

ラ
ン
ス
ナ
シ

ョ
ナ
リ

テ
ィ
研
究

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
」
の

一
環

私のことば、私達のことば81



と
し
て
資
金
援
助
を
受
け
た
。
関
係
諸
機
関
に
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

丁 注
)

 

(2
)

(
3
1)

(4
)

こ
れ
は
、

「あ
な

た
の
母
語
は
何

で
す

か
」
と

い
う
筆
者

の
質
問
に
対
す
る
返

答

で
あ

る
ゆ

会
話
は
英

語

で
行
わ
れ
た
。

二
〇
代
後
半

の
こ

の
青
年
は
、
両

親

の
仕
事

の
関
係
上

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦

で
生

ま
れ
た
。
英
語

に
よ

る
教
育

を
受

け
、
成
人
し

て
か
ら

ゴ
ア
に
帰

っ
て
き
た
。

現
在
は
中
学
校

で
英
語
教

師
を
し
な
、が
ら
英

語
学
の
修

士
号
取
得

の
た
め
ゴ

ア
大
学
で
勉
強
し

て
い
る
。

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
に
お
け
る

ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
二
亜
種

と
し
て
、
ド
イ

ツ
と

フ

ラ

ン
ス
の
ナ
シ

ヨ
ナ
リ
ズ

ム
の
差

異
が
度

々
問
題
と

さ
れ
る
。
前
者
は

フ
ィ

ヒ

テ
の

『国

民
に
告
ぐ
』

に
示

さ
れ
る
よ
う

に
、

言
語
を

共
有
す
る
原
初
的

な
意

味

で
の
民
族

の
同

一
性

に
基

盤
を
置
く
。
そ

れ
に
対

し
後

者
は
、

ル
ナ

「ン

の

「国
民

と
は
何
か
」

に
あ

る
よ
う

に
、
言
語

や
人
種

で
は
な
く
、
共
通

の
過
去
と
人

々
の
間
に
あ

る
現
在

の
同
意

や
、
と
も

に
生
活

し
よ
う

と
す
る

意

思
か
ら
発

し
て
く

る

(ル
ナ
ン

一
〇
〇
刈
、

ロ
マ
ン

一
8
刈
)
。
し
か
し
、

一
九

世
紀

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
に
起
こ

っ
た

ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
広
が
り

の
中
で
、
言
語

は

、
国
民
国
家
成
立

の
必
要
条
件
と

し
て
考
え

ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
と

言

え

る
。

「ダ

イ
グ

ロ
シ
ア
」
ど

は
、
通
常

「
二
言
語
併
用
状
況
」
と
訳
さ
れ

る
。

二

つ
の
言
語
が
上
位
言

語
と

下
位
言
語
と

し
て
社
会

的
機
能
を
異

に
併
存
す

る

状
況

で
あ

る
。

フ

ァ
ー
ガ

ソ
ン

(「
Φ
「
撃

ω
O
ロ

一〇
〇
①
)
は
、
あ

る
同

一
言
語

の

二

つ
の
亜
種

、
例
、え
ば
高

地
ド
イ

ツ
語

と

ス
イ
ス

・
ド
イ

ツ
語
、
古
典

ア
ラ

ビ

ア
語
と

現
代

ア
ラ
ビ

ア
語
が
異
な
る
領
域

で
使

用
さ
れ
る
例
を
挙
げ

て
い

る
。
し
か
し
、
現
在

で
は
、

「ダ
イ
グ

ロ
シ

ア
」

と

い
う

概
念

の
意
味
は
拡
大

さ
れ
、
同

一
言
語

の
亜
種

の
み
な
ら
ず
、

ア
フ
リ
カ
に
等

お
け
る
旧
宗
主
国

の
言
語
と
俗

語
の
間

の
関
係

に
も
適
用
さ
れ
る
。

母
語
は
、

「第

一
言
語
」

と
も
呼
ば
れ

る
。

『
言
語

学
大

辞
典
』
(一
〇
り
G臼)
に
よ

(5
)

(6
)

(7
)

(
8
)

れ
ば
、
母

語
と
第

一
言

語
が

一
致

し
な

い
人

々
も

い
る
と

い
う

。
例
え
ば

、

何
ら
か

の
理
由

で
自
分

の
所

属
す
る
言
語
社
会

か
ら
離
れ
、
言
語

取
替

え
が

起

こ

っ
た
場
合

で
あ

る
。

そ
の
際
、
話
し
手
が
も

っ
と

も
自
然

に
考
え

、
使

用
可
能
な
言
語
が
第

一
言
語

に
な
る
。

一
九

四
入
年

の

「世
界
人
権
宣
言
」
は
、
第

二
条

に
お

い
て
、
「す

べ
て
人
は
、

人
種

、
皮

膚

の
色
、
性
、
言
語
、
宗

教
、
政
治
上
そ

の
他

の
意

見
、
国

民
的

若
し
く
は
社
会
的
出
身

、
財
産
、
門
地

そ
の
他

の
地
位
」

に
関
わ
ら
ず

、
「
す

べ
て
の
権
利
と
自
由
を
享
受
す

る
こ
と
が
で
き

る
」
ど
規
定
し

て
い
る
。

世
界
書
語
権
会
議

は
、
国
際

ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
翻
訳

・
言
語
権
委

員
会
お
よ
び

カ
タ

ル
ー

ニ
ャ
の
O
H国
護
国
Σ

(
ス
ペ
イ

ン
の
カ
タ

ル
ー

ニ
ャ
に
あ

る
少
数
民

族

の
調
査

・
研
究

・
支
援
を
行
う
非
政
府
組
織
)

の
先
導

で
、

N
G

O
団
体
、

ベ
ン
セ
ン
タ
ー
の
代

表
、
言
語
法
制

の
専

門
家
な
ど
九

〇
ヵ
国

か
ら
二

二
〇

人

が
.バ
ル
セ

ロ
ナ

に
集
ま

っ
て
開
催

さ

れ
た

(言

語
権

研
究

会

一
㊤
⑩
O
"

一
9

。

酒
井
直
樹
は
、
国
民
語

11
日
本
語
誕
生
以
前

、

一
八
世
紀

日
本

の
言
語
状
況

に

つ
い
て
以

下
の
よ
う

に
述
べ
て

い
る
。

一
八
世
紀

の
日
本
列
島

で
は
、
漢
文
、
和
漢
混
交
文
、

い
わ
ゆ
る
擬
古
文

、

候
文
、
歌
文
、

そ
し
て
俗

語
文
と

い
う
よ
う

に
、
多

数

の
異
な

っ
た
文

体

と
書

記
体
系

が
用

い
ら

れ
て

い
た

。

こ
れ
ら

の
異

な

っ
た
雅
俗

混
交

的

(マ
カ
ロ
ニ
ッ
ク
)
な
文
体

は
、
地
方
別

の
俚
言
、
あ

る

い
は
お

国
こ
と
ば

と

と
も
に
混
在
し

て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
を
民
族
言
語

と
し

て
ひ
と

つ
の
輪
郭

に
収
め
る

こ
と
は

で
き
な

か

っ
た
。
…
個
人
は
異

な

っ
た
言
語

に
重
層

的

に
帰
属
し

て
お
り
、
ひ
と
.つ
の
言
語
共
同
体

に
無
媒
介

に
同

一
化
す

る
こ

と
が
で
き

る
と
は
思

い
も

よ
ら
な
か

っ
た
。
…

(酒
井

一
Φ
り
O
…一
鐔

山
◎。
㎝
)

正
書
法
の
整
備
、
文
法
の
確
立
(
「母
狃
理

に
よ
る
学
校
教
育
の
導
入
を
目
指

す

「母
語
」
の
復
権
運
動
に
関
し
て
の
具
体
的
事
例
と
し
て
は
、
(砂
野

82



N
O
O
O
)
を
、

フ
ラ
ン
ス
の
地
域

言
語
に
関
し
て
は

(原

一
Φ
O
刈
)
を
参

照
。

(9
∀
両
者

の
対
立
は
、

一
九

八
五
年
八
月

に

コ
ー

ン
ク

ニ
ー
語
派

が
請
願

の
た

め

の
示
威
行
動

モ
ル
チ

ャ

(ミ
曾
魯

瓸
)
を
行

っ
た
こ
と

で
勃
発

し
た
。

一
九
八
六

年

に
入
り

、
バ

ス
爆
破
事
件

な
ど
.の
小
競
り
合

い
が
続

い
た
後
、
、そ
・の
年

の

末

に
衝

突
が
本

格
化

し
た
。
ゴ

ア

の
各
地

で
高
速
道
路

が
ブ

ロ

ッ
ク
さ
れ
、

七
人

の
死
者
が
出
る
惨
事

に
ま
で
発
展

し
た

た
め
、
軍
隊
が
出
動
す

る
こ
と

に
な

っ
た
。

こ

の
騒
ぎ
を
収
拾

す
る
た
め
、

翌
年

二
月
四
日

に
公
用
語
令

が

出
さ
れ
、

コ
ー

ン
ク

ニ
ー
語

が
ゴ

ア
の
公
用
語
と

し

て
認
定
さ
れ
た
。
そ
れ

に
伴

い
、

同
年

五
月
三

〇
日
に
ゴ

ア
は
イ

ン
ド
共
和

国
二
十
五
番
目

の
州
と

な

っ
た

の
で
あ

る
。
そ

の
経
緯

に

つ
い
て
詳

し
く

は
、
鈴
木

の
論
考

(鈴
木

b。
O
O
一ぴ
)
を
参
照
。

(10
)
筆

者
が

フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー

ク
を

開
始

し
た

二
〇
〇
〇
年

四
月
に
も
、
三
月

に

ζ

幻
bd
勺
Qり
に
よ
る

マ
ラ
ー

テ
ィ
語
を

ゴ

ア
の
公

用
語
と
す

る
請

願
が
ム

ン
バ

イ
高
等

裁
判
所

ゴ
ア
支
部

に
よ

っ
て
棄
却
さ
れ
た

こ
と
を

巡

っ
て
公
用
語
問

題

が
新
聞
紙
上

で
議
論
さ
れ

て
い
た
。

(
11
)

一
九
九

一
年

セ
ン
サ

ス
に
よ
れ
ば
、

ゴ

ア
州

の
主
要

三
言
語

の
話
者
は
、

ユ

亅
ン
ク

一一
-
語
話

者
が
、
六
〇
万
二
、
六
二
六
人

(五
」

・
五
%
)
、

マ
ラ
ー

テ
ィ
語
話
者
が
、
三
九
万

二
七

〇
人

(三
三

・
四
%
)
、
カ

ン
ナ
ダ
語
話
者
が
、

五
万
四
、

三
一
.=
二
人

で
あ

る

(窪

8

く
＼
タ
耄

≦
.8

昌
瞿
ω
ぢ
α
一p
・昌
簿
よ
り
)
。

し
か

し
、
こ

の
数
字
も

ど
れ
程
信
用

し
て
よ

い
の
か
は
分
か

ら
な

い
。
二
〇

〇

「
年

の
セ

ン
サ

ス
調
査

の
際
、
母
語
を

マ
ラ
ー

テ
ィ
語
と
回
答
す

る
よ
う

に
、
と

マ
ラ
ー

テ
ィ
語
派
が
入

々
に
触

れ
回

っ
て

い
る
と

の
噂
が
立

っ
た
。

(12
)
ポ

ル
ト

ガ
ル
兵
士
と
と
も

に
ゴ

ア
に
や

っ
て
き

た

フ
ラ
ン
シ

ス
コ
会

(
}
五

二

一
年
)
、
イ

エ
ズ

ス
会

(
一
五
二
四
年
)

の
宣
教
師

に
よ
り
、

一
六
世
紀
の

間

に
既

に

コ
ー

ン
ク

ニ
ー
語

の
研
究
が
始
め

ら
れ
て

い
た
。
例
え
ば
、

イ

エ
.

ズ

ス
会
士

、
ト
ー

マ
ス

・
ス
テ

ィ
ー
ヴ

ン
ズ

に
よ
る
文
法
書

『
カ
ナ

リ
ン
語

(
コ
ー

ン
ク

ニ
ー
語
)

の
文
法

』

(》
は
Φ
§

い
貯
oq
§

G
鳶

聖

.臼
)

(
一
六
四

○
年

)
が
挙
げ

ら
れ

る

(℃
①
N
①
一村
9
一〇
〇〇
bO
)
。

こ
の
宣
教
師
に
よ
る

コ
ー

ン
ク

ニ
ー
語
記
述
を
受
け
継
ぎ

つ
つ
、
・一
九
八
七
年

の
公

用
語
令

に
基
づ
き

デ
ー

.
ヴ

ァ
ナ
ー
ガ
リ
ー
文
字

で
の
辞
書

編
纂
(
百
科
事
典

発
行
な
ど

が
行

わ
れ

て

い
る
。

一
九
九
九
年
、

二
〇
〇

一
年

に

コ
ー

ン
ク

ニ
ー
語

・
英
語
辞
書

の

一

巻

、
二
巻

が
出
版
さ
れ
た
(bd
o
鱒
曽
憎
Φ
け
四
一・
一
㊤
Φ
㊤
b
O
O
一
)。
ま
た
、

一
九
九
六

年

か
ら
二
〇
〇

〇
年
ま

で
に
ゴ

ア
大

学

に
ま
る

コ
」
ン
ク

ニ
i
百
科
事

典
四

.

巻

が
出

版
さ
れ

て
い
る
。
ま
た

、
ビ
ジ
ネ

ス
用

コ
ー
ン
ク

ニ
ー
語

の
指

南
書

(切
訂

≦
①
簿

9。
一」
り
り
㊤
Vも
出
版
さ
れ
、て

い
る
。

(13
)
そ
の
中

で
は
、

コ
ー

ン
ク
ニ
ー
文
学

の
父
と
呼
ば
.れ

る
シ

ェ
ノ
イ

・
ゴ

エ
ン

バ
ブ

.が

㎝
九

二

六
年

に

『
コ
ー

ン

ク

ニ
ー

語

の
勝

利
』

(
映
o
臥
叶
鳶

ミ

評

鴇
野
Φ
臼

N
竃
じ

(一
り
◎。
只
一
Φ
b。
①
))を
出
版
し
、
先
鞭
を

つ
け
た
。

コ
ー
ン
ク

ニ
ー
文
学

の
発
展

に

つ
い
て
は
、
サ

ル
デ
サ
イ

(
ω
贄
ユ
①
。。
ω
巴

b。
O
O
O
)

が
詳

し

い
。
.

(14
)

コ
ー
ン
ク

ニ
⊥

言呈
叩
協
会
は
、

マ
ダ

ウ

・
マ
ン
ジ

ユ
ナ

ー
ト

・
シ

ャ
ン
バ
L

グ
(ζ
9
α
ず
四
く
ζ
9。
a
⊆
5
讐
『
ω
『
ロ
昌
げ
げ
9
0q
)に
よ
り
、

カ
ル
ワ
ヨ

ル
(国
震
≦
9。
『
、

層
コ
ン
カ

ン
海
岸
沿

い
、
ゴ

ア
州

の
南

に
あ

る
カ
ル
ナ
ー
ダ

カ
州

の
都
市
)に
て

一
九
三
九
年
に
設
立

さ
れ
た

(勺
①
「O
一『
O
一り
Φ
bO
)
。
ゴ

ア

・
コ
ー
ン
ク

ニ
レ

・

ア
カ
デ
ミ
L
は
、

「
九
八
六
年

㌍
設
立
ざ
れ
た
ゴ

ア
政
府

の
機
関
で
あ
る
。

(
15
)
本
稿
で
は
、
紙
幅

の
関
係

で

ユ
ー

ン
ク

ニ
ー
語
を
ど

の
文
字

で
書
く

か
ハ
と

い
う
文
字

の
ポ

リ
テ
ィ
ク
ス
に

つ
い
て
触
れ

る
こ
と
が

で
き
な

か

っ
た
つ
ク

.
リ

ス
チ

ャ
ン
は

コ
ー
ン
ク

ニ
ー
語
を

ロ
ー

マ
字

で
書
き

、

ヒ
ン
ド
ゥ
」
教
徒

は
デ
ー
ヴ

ァ
ナ
ー
ガ

リ
i
文
字

(
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語

、

マ
ラ
ー

テ
ィ
語
も

こ

の

文

字
で
筆
記
さ
れ

る
)
を
用

い
る
。
実
は
、

コ
ー
ン
ク

ニ
i
語
話
者

は
、
ゴ

ア

の
み
な
ら
ず
、

マ
ハ
ー
ラ
ー
シ

ュ
ト

ラ
州
、

カ
ル
ナ
ー
タ
カ
州
、

ケ
!
ラ

ラ
州

に
広

が

っ
て
お
り
、

ロ
ー

マ
字
、
デ
ー
ヴ

ァ
ナ
L
ガ
リ
i
文

字
に
加
え

、

カ
ン
ナ
ダ
文
字
、

マ
ラ
.i
ヤ

ラ
ム
文

字
、
ア
ラ
ビ

ア
文
字

で
も
筆

記
さ
れ
る
。

こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
別
稿

で
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。

私のことば、私達のことば83

噛



(16
)
ナ
ヴ

ヒ
ン
ド
タ
イ

ム
ズ

(さ

§

註
魁
ぎ

Φ
ω
)
二

〇
〇

一
年
八
月
二
一二
日

の

記
事

よ
り
。

(17
)
主
体
と

人
格

の
問
の
関
係
は
、
最
近

人
類
学

の
中
で
も
問
題
と
な

っ
て
い
る
ゆ

た
と
え
ば
、
.『民
族
学

研
究

』
.第

六
七
巻

.一
号

に
お
け

る
特
集

「危
機
に
瀕
し

た

人
格
」

に
収
録

の
中

川

(敏

)
.(b⊃
O
O
b。
)、
中

川

(
理
)
(b。
O
O
b。
)、
佐

藤

(卜。
O
O
b。
)の
三
論
文
を
参
照
。

参

考

文

献

.
ア

ン
ダ

ー

ソ

ツ
、
.
ベ
ネ

デ

ィ

ク
ト

6

り
刈

『増

補

想

像

の

共

同

体
』
、
白

石
隆

・
白

石

さ

や

訳

、

N

T

T

出

版
。
.

しd
冨

≦
ρ

bd
7
⊆
曁

き

口

Φ
け
餌
一」

Φ
8

慾

き

助
識

さ

b
惹

為
註
、
詈

謹
き

丶
簿

隷

9。
臼
魯

こ

琶

(ω
ロ
ω
露

ω
ω
閑
8

冨

目

皆
○
霞

冨

けけ興

ぎ

舞

則
Φ
冨

)
(三

宍
o
=
冨

9

∪
Φ
<
9。
蠧

伽q
β。
甑

のo
誌
讐

)"
℃
9
口
畳

"
ヵ
2
,瞿

磊

≦

8

簽

p

切
O
H訂

び

ω
織

①
筈

い

9

巴
●

一〇
8

沁
勘
粤

霧

き

b
惹

巳

窪

魁

丶終

自
丶器

鶚
無

亀

b
ド
艶
9
自
鋤
侍

≦
U丶●ト

勺
p。
P
a
一冖
力
a
鋤
ニ
コ
ω
<
津
震

9
ρ

bQ
O
2

匍
融
鋤
竃
b
恥
き

b
キ
題
良

穿

魁
駐
ぴ

起

器

蹄
幾

Φ
魁
b
丶9
丶o
旨
幾

ヤ

く
o
丶・N

勺
9
コ
a
皆
ヵ
a
P
⊆
昌
ω
<
帥冨
蕁

P

カ

ル

ヴ

エ
、

ル
イ

目
ジ

ャ

ン

b。
O
O
一

『社

会

言

語

学
』
、
萩

尾

生

訳

、
白

水

社

(文

庫

ク

セ
ジ

ュ
)
。

ク

ル

マ
ス

、

フ

ロ
リ

ア

ン

」↑
㊤
O
ω

『こ

と

ば

の
経

済
学

』
、

諏

訪
功

・
菊

池

雅

子

・
大

谷

弘

道

訳

、

大

修

館

書

店

。

国
ω
け①
<
①
ρ

切
鋤
弉
O

δ
◎o
①

智

堤
驚
Oω
山
b
q
ぎ

匿
隠
O
曳

9

鋤
魁
Φ
「
魯

貯

ミ

O
O
や

Z
①
ミ

∪
①
テ
曽

伜

①
盛

p
oα
勺
昌

・

.

閃
奠

oq
¢
ω
O
梦

O
『
9⊃
ユ
Φ
ω
〉
・
一〇
Φ
O
.
⑦
O
皀
O
く
丶旨
伽q
ミ
段
甘

評

誘
b
Φ
O
讐
く
$

、
評

b
Φ
銹

O
旨

卜
勉旨
題

題鷺

き

⑦
O
息
Φ
§

」
8

や
N
§

.
↓
『
O
ヨ

=
=
9

5
興

(①
α
●)
○
改
O
「
臼

○
昏

「
α

q
巳

く
臼

匹
¢

即

①
瞼
●

閃
興
口
固
P
α
①
ρ

〉
口
話

=
9
口
O

δ

り
刈

9

ぴ
註

簿

O
O
奉

§

崑

Φ
ミ

貯

Q
O
鋤
N
◎
ミ

ーN
§

、
》

Ω
ぜ
O
良
黛
Φ
儀
』
b
鋤
言

む

O
丶
恥
O
冷

題
奉

O
丶
O
O
奉

§

臼

霆

叶
鋤
旨
魁
ぎ

敏
蹴
8

賊旨

O
O
や

勺
口
口
a
皆
ζ

四⊆
話

Φ
P
帥

O
餌
ヨ
<
Φ
け●

言

語

権

研

究

会

(編

)

お

㊤
Φ

『
こ

と

ば

へ

の
権

利

⊥

言
語

権

と

は

な

に

か
』
、

三

元

社

。

O
o
①
ヨ
ぴ
四
ダ

ω
『
①
5
コ
9

δ

◎o
α
.
.§

Φ

寄

ご

謹
忌

o
丶
さ

b
§

ミ

、
国
口
oq
一一ω7

Φ
蓉

蠢

o
けの

(霞
碧

ω
巨

巴

.9

幻
・Z
2

巴
評
)
蹄
0
3

き

旨
蠧

旨
ミ

寧

鋤
器

9

Φ
謹

N
σ
丶登

bd
o
81
訂

風

O
o
日
炒
昇

聾

勺
冠
ぢ
江
晨

勹
お

ω
ω
し

り
bδ
9

0
0
拶
↓
O
山
o
団
L
≦
臼。
《
山
艮
矯
●

　

O
o
a

o
P

60
8
≦
鋤
讐

6

Φ
◎。

§

Φ
§

蠢

き
窃

に

軌
8

高
Q。
NQ。
拿

Φ
〉
げ
ミ

9

臼
e
眠
啻

鶤

象

o曼

無

貯

爵

中

鳥

0
9冫
諺
再

こ
oq
①
"
O
鋤
日
訂

己
oq
①
¢
ロ
一く
興

除
蔓

勺
話

ω
ω
・

原

聖

一
Φ
り
刈

「
フ

ラ

ン

ス
.の
地

域

言

語
」
、

三
浦

信

孝

(編

)
.『多

言

語

主

義

と

は

何

か

』
、

藤

原

書
店

、
ロ
℃
・。。O
-8

。

出
四
ω
。陰
国
p
O
o
ロ
び

〉
ヨ

芹

N
O
O
O

、、日
ケ
①
勺
o
=
匡
8

σ
宀
>
ーロ
o
=
江
o
巴

ピ
一昌
oQ
三

ω
臨
o
凱

い
3

印q
巳

馨

ω
国
旨
α

=

昌
oq
巳

9

α
①
、ド

幻
σ
9

弉

℃
げ
≡

6

の
o
p
.(Φ
侮
.)
沁
丶窓

融

8

卜
鼬
b
恥
=
廻晦
Φ
、
肉
Q
ミ

鉢ざ

℃
O
ミ
Φ
ひ

勉
旨
氏

肉
儀
q
O
恥
笥
O
斜

ζ

90
げ
≦
翁。
ぼ

ピ
pユ
哥
村
Φ
口
O
Φ

国
二
σ
O
ロ
ヨ

〉
の
の0
9
讐

①
ω
鬮O
b
.ω
ω
山
Φ
・

亀

井

孝

・
千

野

栄

引
河

野

六
郎

一
㊤
O
α

『
言

語

学

大

辞

典

第

6
巻

術

語
編

』
、

三

省

堂

。

川

田
順

造

一8

刈

「こ

と

ば

の
多

重

化

11
活

性

化
ー

ア

フ
リ

カ

の
体

験

か

ら
」
、

三
浦

信

孝

(編

)

『多

言

語

主

義

と

は

何

か
』
、

藤

原

書
店

、

署

レ一。。-も。ω
。

ζ

四
け
ω爵

p。
≦
ρ

内
《
○
評
O

b⊃
O
O
bo

、丙
O
ロ
犀
餌
巴

卸
コ
α

.O
O
四
ロ

H
α
Φ
5
萬
受

..ぎ

勺
O
ω
け-O
O
δ
艮
巴

O
o
P

ぎ

虫
田
..
、

『南

ア
ジ

ァ
研

究

』

}
四
号

、

ロ
b
●旨

一
山
念

。

中

川

理

b。
O
O
b。

「主

体

性

の
解

釈

ー

フ

ラ

ン

ス

に
お

け

る
失

業

者

の

ア

ン

セ

ル

シ
オ

ン

の
実

践

か

ら
」
、

『民

族

学

研
究

馳

第

六

七

巻

一
号

、

寒

●①
b。
尚
◎。。

中

川

敏

b。
O
O
b。

「
未

開

の
人

格

、
文

明

の
.人

格

」
、

『民

族

学

研

究

』

第

六

七

巻

一
号

、

℃
P
心
Φ
-2

。

乞
Φ
ヨ
山
島
ρ

bd
プ
巴
0
7
9
p
仙
鑓

6

Φ
O
.
§

Φ
貯

匙
q
§

o
Φ

o
丶
寒

曳
丶昏

¢
旨

§

丶
山
臨

丶、
》

⑦
0
9
。O
丶貯
蹙

む
蹴
O
山
旨
既
⑦
書

賦
O
⑦
貯
曇

勺
β。
昌
a
皆
.幻
鉱
げ
田
¢
す
ω
<
陣
霞
β⊃
P

.

F

別

1



乞
鬯

oq
一
≦
田
誤

δ
p
oq
.o

N
8
0
(一
㊤
◎。
O
>

..誤

Φ
ピ
き
讐

9
0q
o
o
h
≧
ゴ
o
碧

団
けΦ
蠢
け霞

ρ
.

、
じ
野

爵
①
①
ヨ

ニ

。
量

)℃
§

Φ
匍
。
霆

①
啻

い
き

讐

鑿

聖

儀
曾

註

ミ

§

81

黛

.

幇

巴

旦

ピ
o
銭

8

勇

o
昆

巴

σq
ρ
9

蕊

心
ム
お

・

勺
興
の
蹄
鋭
〉
簿
o
ほ
9

一
〇
◎。
b。

搴

Φ
ミ
魁
寄
銹

ミ

き

時
惹
註

臼
融
螽

建
奉
'
ぎ

σ
一一筈
巴

9

.け
ゲ
Φ

P
`
け
7
0
同
●

勺
奠
Φ
一蠧

し

o
ω
Φ

一
Φ
8

史
鉢
Φ
、
鋤
信

映
§

惹

ミ
、
》

切
識
Φ
丶
越
衷

o
曼

"
℃
畧

a
曽
0
8

囚
0
5
評
鋤
巳

〉
評
P
α
Φ
ヨ
一曹

ブ
イ
ザ
プ

ソ
ン
、

ロ
バ
ー
ト
と

ス
ク
下
ナ
ブ
ーー
カ
ン
ガ

ス
、
ト

ー
ヴ

ェ

一
㊤
⑩
リ

コ
言
語
的

.不
正

と
言
語
権
」

木
村
護
郎

訳
、
言
語
権

研
究
会

(編

)
、

『
こ
と
ば

の
権

利
-
言

語
権
と
は
な

に
か
』
、

三
元
社
、
.
ロ
ロ
b
O
山
N
。。
。

ル
ナ
ン
、

エ
ル
ネ

ス
ト

一
Φ
鶏

.

「
国
民
と
は
何
か
」
、
.鵜
飼
哲

訳
、
鵜

飼
哲
他
訳

『国

民

と
は
何

か
』
、
イ

ン
ス
ク
リ
プ
ト
・・
河
出
書
房
新
社

、
づ
歹
心
∵
罐
。

ロ

マ
ン
、
ジ

ョ
エ
ル

一
Φ
Φ
刈

「
二

つ
の
国
民
概
念
」
、
大

西
雅

一
郎

訳
、
鵜
飼
哲
他

訳

『国
民
と
は
何

か
』
、
イ

ン
ス
ク
リ
プ
ト

・
河
出
書
房
新
社

、
ロ
梦
刈
ム
O
。

酒
井
直

樹
」

り
㊤
①

『
死
産

さ
れ
る
日
本
語

・
日
本
人
』
、
新
曜
社
。

ω
錠
∪
Φ
ω
ω
Ω。
r
ζ
穹

。
匿

売

曾

b。
O
O
O

》

鶤

象
。
韓

。
丶
兮

旨
蠧

ミ

黥

Φ
丶
題
§

①
曾

§

瞬

8

4」
§

Z
①
≦

∪
Φ
巨

"
Go
咢

一蔓
β。
≧

ハ巴

①
B
一■

佐
藤
知
久

卜。
O
O
卜。

.
「
共
通
性
と
共
同
性
-
田

く
と
と

も
に
生
き

る
人

々
の
サ
ポ

ー
ト
グ

.ル
ー
プ

に
お

け
る
相

互
支
援

と
当
事
者

性
を
め
ぐ

っ
て
」
、

『民
族
学

研
究
』
六
七

巻

一
号

、
ロ
P
刈
㊤
-り
Q。
。

Q。
巨

9
暮
σ
栄

畧

oq
四
P

↓
o
<
Φ

一り
8

.両
9

8
ま

口
o
h
竃
5
0
H
三
Φ
ω
."
冒

}o
。・喜

9
}

国
ωげ
甘
穹

(巴
●)矯
評

亀

言

騨

.o
丶
卜
§
讐

勁
畭

聖

魁
.肉
蕁
註
o
冠

Φ訃

丶§

○
首

螽

○
き

a

q
巳
く
Φ
Nω
一蔓

甲

①
ω
ρ
ロ
P
島
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My Language, Our Language: Notes on Cultural Apparatus 

   Called `Mother Tongue' and Linguistic Nationalism

MATSUKAWA Kyoko

   The strong relation between language and community started to be emphasised in the modern 

times. The relation has been embodied in the idea of nation's own language in the nationalisms of 

newly-rising nation-states in the 19th century . As ethno-nationalisms in multinational and 
multilinguistc countries increased, the framework of nation-state trembled . However, the principle of 
the peculiar language for a community (nation) has not changed until now. 

   In this article, I examine how the principle of nation's own language appears in the discourses of 

linguistic nationalism, in relation to the concept of mother tongue . First, I look at arguments about 
linguistic right and point out that as a prerequisite for the right we can find "the logic of `mother 

tongue"' which transforms individual's mother tongue into the `mother tongue' of a linguistic 

community. Secondly, I indicate how `mother tongue' becomes objectified through education in the 

mother tongue and standardisation, and becomes transformed into the 'peculiar' language of a 

linguistic community. Some cases of linguistic nationalism in Goa are given in order to show what 

situation arises in reality over the logic of `mother tongue' . Finally, I suggest that the concept of 
`propert

y' can shed light upon problems related to the claim of peculiar `mother tongue' and the 

disposition towards useful languages.

Key Words 
  `mother tongue'

, linguistic right, linguistic nationalism, property, Goa
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